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FCC ク ラ ス  A 準拠装置に関する記述：こ の装置はテ ス ト 済みであ り 、FCC ルール Part 15 に規定さ れた仕様の ク ラ ス  A デジ タル装置の制限に準拠し ている こ と

が確認済みです。これ ら の制限は、商業環境で装置を使用し た と き に、干渉を防止する適切な保護を規定し ています。こ の装置は、無線周波エネルギーを生成、使

用、ま たは放射する可能性があ り 、こ の装置のマニ ュ アルに記載さ れた指示に従っ て設置および使用し なかっ た場合、ラ ジオおよびテ レ ビの受信障害が起こ る こ

と があ り ます。住宅地で こ の装置を使用する と 、干渉を引き起こす可能性があ り ます。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じ る必要があ り ます。

FCC ク ラ ス  B 準拠装置に関する記述：こ のマニ ュ アルに記載さ れた装置は、無線周波エネルギーを生成および放射する可能性があ り ます。シ ス コ の指示する設

置手順に従っ て設置さ れなかった場合、ラ ジオ、テ レ ビに よ る受信障害が発生する こ と があ り ます。こ の装置はテ ス ト 済みであ り 、FCC ルール Part 15 に規定 され

た仕様の ク ラ ス  B デジ タル装置の制限に準拠し てい る こ と が確認済みです。こ れ ら の仕様は、住宅地で使用し た と き に、こ の よ う な干渉を防止する適切な保護を

規定し た も のです。ただ し、特定の設置条件において干渉が起き ない こ と を保証する も のではあ り ません。

シ ス コ の書面に よ る許可な し に装置を改造する と 、装置が ク ラ ス  A ま たは ク ラ ス  B のデジ タル装置に対する  FCC 要件に準拠し な く な る こ と があ り ます。その場

合、装置を使用する ユーザの権利が FCC 規制に よ り 制限される こ と があ り 、ラ ジオま たはテ レ ビの通信に対する いかな る干渉も ユーザ側の負担で矯正する よ う

に求め られる こ と があ り ます。

装置の電源を切る こ と に よ っ て、こ の装置が干渉の原因であ る かど う かを判断で き ます。干渉がな く なれば、シ ス コ の装置ま たはその周辺機器が干渉の原因に

なっ ている と 考え られます。装置が ラ ジオま たはテ レ ビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起き ない よ う に し て く だ さ い。

• 干渉がな く な る まで、テ レ ビ ま たは ラ ジオのアンテナの向き を変え ます。

• テ レ ビ ま たは ラ ジオの左右どち ら かの側に装置を移動させます。

• テ レ ビ ま たは ラ ジオか ら離れた と こ ろに装置を移動させます。

• テ レ ビ ま たは ラ ジオ と は別の回路にあ る コ ンセン ト に装置を接続し ます。（装置 と テ レ ビ ま たは ラ ジオがそれぞれ別個のブレーカーま たは ヒ ューズで制御 され

る よ う に し ます）。

シ ス コ では、こ の製品の変更ま たは改造を認めていません。変更ま たは改造し た場合には、FCC 認定が無効にな り 、さ ら に製品を操作する権限を失 う こ と にな り

ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 
domain version of the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

こ こ に記載さ れている他のいかな る保証に も よ らず、各社のすべてのマニ ュ アルおよびソ フ ト ウ ェ アは、障害も含めて「現状のま ま」 と し て提供さ れます。シ ス コ

およびこ れ ら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害し ない こ と に関する保証、あ る いは取引過程、使用、取引慣行に よ って発生する

保証をはじ め と する、明示 された ま たは黙示 された一切の保証の責任を負わない も の と し ます。

いかな る場合において も、シ ス コおよびその供給者は、こ のマニ ュ アルの使用ま たは使用で き ない こ と に よ っ て発生する利益の損失やデータ の損傷をはじ め と

する、間接的、派生的、偶発的、あ る いは特殊な損害について、あ ら ゆ る可能性がシ ス コ ま たはその供給者に知ら されていて も、それ ら に対する責任を一切負わな

い も の と し ます。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S.and other countries.To view a list of Cisco trademarks, go to this 
URL: www.cisco.com/go/trademarks .Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.The use of the word partner does not imply a partnership 
relationship between Cisco and any other company.(1110R)

こ のマニ ュ アルで使用し ている  IP ア ド レ スおよび電話番号は、実際のア ド レ スおよび電話番号を示すも のではあ り ません。マニ ュ アル内の例、コ マン ド 出力、

ネ ッ ト ワー ク  ト ポ ロ ジ図、およびその他の図は、説明のみを目的 と し て使用 されています。説明の中に実際のア ド レ スおよび電話番号が使用さ れていた と し て

も、それは意図的な も のではな く 、偶然の一致に よ る も のです。

Cisco 3350 モビ リ テ ィ  サービ ス  エンジン  ス ター ト ア ッ プ ガ イ ド  
© 2009 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
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第 章1

概要

このマニュアルについて
こ のマニ ュ アルでは、Cisco 3350 Mobility Services Engine を物理的に設置する方法 と 電源投入の
方法の詳細な手順を説明し ます。

自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト の実行に関する詳細 と 、 その イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト に必要な
情報について も記載さ れています。

設置 と 電源投入の完了後は、 Cisco 3350 の追加情報について次の資料を参照し て く だ さ い。

 • ソ フ ト ウ ェ ア設定の詳細については、 『Cisco Context Aware Software Configuration Guide』 を
参照し て く だ さ い。

 • 機能のサポー ト と 互換性情報の詳細については、 Cisco 3350 Mobility Services Engine の最新
の リ リ ース  ノ ー ト を参照し て く だ さ い。

こ れら のマニ ュ アルは Cisco.com か ら入手で き ます。 こ れら の ド キ ュ メ ン ト にア ク セスする手
順は、 次の と お り です。

ステ ッ プ 1 http://www.cisco.com を表示し ます。

ステ ッ プ 2 [Support] を ク リ ッ ク し ます。 新し いウ ィ ン ド ウが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 製品別の [View Information] で [Wireless] を ク リ ッ ク し ます。 [Select Your Product] ま たは 
[Technology] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 4 [Search for a Specific Product] フ ィ ール ド に Cisco 3350 と 入力し、[Go] を ク リ ッ ク し ます。Cisco 
3350 の [Introduction] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 5 表示ま たはダ ウ ン ロー ド する マニ ュ アルに対応する リ ン ク を選択し ます。
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一般的な警告、 規制準拠、 および安全性に関する情報

表記法

誤って行 う と 危険が生じ る可能性のあ る操作については、 安全上の警告が記載されています。
各警告文に、 警告を表す記号が記さ れています。 特定の警告は、 それ ら の警告が適用される項
に記載さ れています。

警告 「危険」 の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 装置の取り扱
い作業を行う と きは、 電気回路の危険性に注意し、 一般的な事故防止策に留意し て く だ さ い。
警告の各国語版は、 各注意事項の番号を基に、 装置に付属の 「Translated Safety Warnings」 を
参照し て く だ さ い。 ステー ト メ ン ト  1071 これらの注意事項を保管し ておいて く だ さ い。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷ま たはデータ損失を予防する ための注意事項が記述されて
います。

警告

次の警告は、 一般的な警告で、 マニ ュ アル全体に適用さ れます。 特定の警告は、 それ ら の警告
が適用さ れる項に記載さ れています。

警告 バッ テ リが適正に交換されなかった場合、 爆発の危険があ り ます。 交換用バッ テ リは元のバッ
テ リ と同じ ものか、 製造元が推奨する同等のタ イ プのものを使用し て く だ さ い。 使用済みの
バッ テ リは、 製造元が指示する方法に従っ て処分し て く だ さ い。 ステー ト メ ン ト  1015

警告 この装置は、 アースさせる必要があり ます。 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が正し
く 取り付けられていない装置を稼働させたり しないで く ださい。 アースが適切かど うかはっ き り
しない場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して く ださい。 ステー ト メ ン ト  1024

警告 設置手順を読んでから、 システムを電源に接続し て く だ さ い。 ステー ト メ ン ト  1004

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行っ て く だ さ い。
ステー ト メ ン ト  1030

警告 本製品の最終処分は、 各国のすべての法律および規制に従っ て行っ て く だ さ い。 ステー ト メ ン
ト  1040
1-2
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規制準拠と安全性に関する情報

（注） Cisco 3350 Mobility Services Engine の安全性に関する翻訳版の情報については、 『付録 A』 を参
照し て く だ さ い。

（注） Cisco 3350 Mobility Services Engine の規制に関する情報については、 『付録 B』 を参照し て く だ
さ い。
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第 章2

設置および初期設定

こ の章では、 最初に Cisco 3350 Mobility Services Engine を設置および設定する方法について説
明し ます。

こ の章で説明する内容は、 次の と お り です。

 • 「必要なツール と 情報」 （P.2-2）

 • 「Cisco 3350 の物理的な場所の選択」 （P.2-3）

 • 「Mobility Services Engine の開梱」 （P.2-6）

 • 「ラ ッ クへの Cisco 3350 の取 り 付け」 （P.2-7）

 • 「前面パネル と 背面パネル」 （P.2-10）

 • 「CLI コ ン ソールの接続 と 使用」 （P.2-18）

 • 「Mobility Services Engine の電源投入」 （P.2-18）

 • 「Mobility Services Engine の設定」 （P.2-19）

 • 「NTP サーバの設定」 （P.2-27）

 • 「Mobility Services Engine の起動」 （P.2-27）

 • 「Mobility Services Engine ソ フ ト ウ ェ アの状態の確認」 （P.2-27）

 • 「Mobility Services Engine ソ フ ト ウ ェ アの手動停止」 （P.2-29）

 • 「Mobility Services Engine ソ フ ト ウ ェ アの更新」 （P.2-29）

 • 「失われたルー ト  パス ワー ド の回復」 （P.2-32）

（注） 初期設置以降の設定の詳細については、 次の URL にあ る適切なモビ リ テ ィ  サービ ス  コ ン フ ィ
ギ ュ レーシ ョ ン  ガ イ ド を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9742/tsd_products_support_series_home.html
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必要なツールと情報
こ の項では、 Mobility Services Engine の設置 と 設定に必要な必須のハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェ
ア、 およびその他の情報を示し ます。

必要なハー ド ウェ ア

EIA ラ ッ ク に Mobility Services Engine を設置する には次の装置が必要です。

 • Mobility Services Engine

 • ネ ッ ト ワーク  ケーブル

 • 標準の EIA ラ ッ ク内の 1 ラ ッ ク  ユニ ッ ト （RU）

 • ラ ッ ク  マ ウ ン ト  キ ッ ト （製品に同梱）

（注） こ の装置をネジ穴ラ ッ ク に設置する場合は、 ネジ穴ラ ッ ク に合ったネジ と 、 それ ら のネ
ジに適し た ド ラ イバま たは ト ル ク ス  ド ラ イバを使用する必要があ り ます。

CLI コ ン ソールの要件

Mobility Services Engine コ ン ソールに接続する には、 次の装置が必要です。

 • CLI コ ン ソール ラ ッ プ ト ッ プ、デス ク ト ッ プ、 ま たはパーム ト ッ プ上の VT-100 ター ミ ナル 
エ ミ ュ レータ

（注） ラ ッ プ ト ッ プ、 デス ク ト ッ プ、 ま たはパーム ト ッ プへの接続を提供する ヌル モデム  シ
リ アル ケーブルは、 Mobility Services Engine に付属し ています。

（注） Mobility Services Engine、 シ ス コ  WCS、 およびコ ン ト ローラ の リ リ ース間の互換性については、
次の URL で入手で き る  Cisco 3300 Mobility Services Engine の最新の リ リ ース  ノ ー ト を参照し て
く だ さ い。 http://www.cisco.com/en/US/products/ps9742/prod_release_notes_list.html

システム設定パラ メータ

次のパラ メ ータ をネ ッ ト ワーク管理者か ら取得し ます。

 • Mobility Services Engine のホ ス ト 名

 • イーサネ ッ ト  0 （eth0） ポー ト （Mobility Services Engine の背面パネル） の IP ア ド レ ス

 • eth0 IP ア ド レ スのネ ッ ト  マス ク

 • eth0 デフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イ の IP ア ド レ ス

 • イーサネ ッ ト  1 （eth1） ポー ト （Mobility Services Engine の背面パネル） の IP ア ド レ ス （イ
ン ス ト ール オプシ ョ ン）

 • eth1 IP ア ド レ スのネ ッ ト  マス ク （eth1 が イ ン ス ト ール されている場合のみ必須）

 • eth1 デフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イの IP ア ド レ ス （eth1 がイ ン ス ト ールされている場合のみ必須）
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（注） イーサネ ッ ト  0 ま たはイーサネ ッ ト  1 ポー ト は、 いずれ も ロ ケーシ ョ ン更新のシ ス コ  WCS へ
の送信に使用で き ます。 ただ し、 イーサネ ッ ト  0 ポー ト は、 一般的に Cisco WCS と 通信する よ
う に設定さ れ、 イーサネ ッ ト  1 ポー ト は、 一般的にア ウ ト オブバン ド 管理用に使用さ れます。
ポー ト は両方 と も、 「Mobility Services Engine の設定」 （P.2-19） に記載されている イ ン ス ト ール 
ス ク リ プ ト の一部 と し て設定さ れます。

Cisco 3350 の物理的な場所の選択
最大限の安全性 と 確実性を確保する ため、 次のガ イ ド ラ イ ンに従って  Mobility Services Engine 
を取 り 付けて く だ さ い。

一般的な注意事項

怪我や Mobility Services Engine の破損を防止する ため、 次の点に注意し て く だ さ い。

 • 製品は、 ラ ジエータ、 ヒ ー ト  レ ジ ス タ、 ス ト ーブ、 アンプ、 ま たはその他の熱を発する製
品か ら離れた場所に配置し てだ さ い。

 • 湿気の多い場所では、 製品を使用し ないで く だ さ い。

 • 製品の開口部か ら異物を入れないで く だ さ い。

 • 感電に よ る怪我を防止する ため、 製品の ラ ッ ク を開けないで く だ さ い。

レーザー デバイス

レーザー デバイ スは、Mobility Services Engine の DVD 内で使用さ れます。お客様のサ イ ト での 
DVD の使用法は定義されていません。

危険な放射線の被爆 リ ス ク を軽減する ために、 次に従って く だ さ い。

 • レーザー デバイ スの ラ ッ ク を開け よ う と し ないで く だ さ い。 ユーザが保守で き る コ ンポー
ネン ト は収納さ れていません。

 • レーザー デバイ スに対し て、 こ こ に指定さ れている以外の制御、 調整、 および手順を行わ
ないで く だ さ い。

 • レーザー デバイ ス を修理で き る のは、 シ ス コ認定のサービ ス技術者だけです。

スペースおよびエアーフ ロー要件

EIA 標準ラ ッ ク に Mobility Services Engine を設置し ます。Mobility Services Engine ご と に 1 ラ ッ
ク  ユニ ッ ト が必要です。

Mobility Services Engine およびすべてのケーブルに手が届 く こ と を確認し ます。

 • Mobility Services Engine が 10/100/1000BASE-T ポー ト に接続さ れた機器に対し て 328 フ ィ ー
ト （100 m） 相当の距離以内にあ る こ と を確認し ます。

 • 電源コー ド が、 アース さ れてい る  110 ま たは 220 VAC の コ ンセン ト に届 く こ と を確認 し
ます。
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Mobility Services Engine の後ろ側にすべてのケーブルおよびコ ネ ク タ が収ま る十分な スペース
があ る こ と を確認し ます。

 • ラ ッ ク の前側に 63.5 cm （25 イ ンチ） 以上の空間を確保し ます。

 • ラ ッ ク の後ろ側に 76.2 cm （30 イ ンチ） 以上の空間を確保し ます。

 • ラ ッ ク の背面か ら、 別の ラ ッ ク ま たはラ ッ ク の列の背面まで、 121.9 cm （48 イ ンチ） 以上
の空間を確保し ます。

注意 不十分な冷却や装置の損傷を防止する ため、 通気口を塞がないで く だ さ い。

注意 ラ ッ ク内の縦の空き スペース を埋める ため、 必ずブ ラ ン ク  パネルを使用し ます。 これに よ り 、
適切なエアーフ ローを確保で き ます。 ブ ラ ン ク  パネルな し で ラ ッ ク を使用する と 、 冷却が不十
分にな り 、 温熱損傷を引き起こすおそれがあ り ます。

注意 使用する ラ ッ ク を選択する と きは、 十分なエアーフ ローを確保し、 装置の損傷を防ぐ ため、 次
の要件に従って く だ さ い。 （1） 前面扉および背面扉 ： 42U ラ ッ ク の前面および背面に閉扉があ
る場合は、 十分なエアーフ ロー （通気に必要な 64 % の開放域に相当） を可能にする ために 
5,350 sq.cm （830 平方イ ンチ） の穴を上部か ら下部まで均等に配置する必要があ り ます。 （2）
側面 ： 設置し た ラ ッ ク  コ ンポーネン ト と ラ ッ ク のサ イ ド  パネルの間は、 7 cm （2.75 イ ンチ） 以
上空けて く だ さ い。

温度要件

装置が安全で正常に動作する よ う に、 通気が よ く 温度管理の行き届いた場所にシ ス テム を設置
ま たは配置し て く だ さ い。

装置を ラ ッ ク に設置し た場合の温度上昇を考慮に入れて、 動作温度が 0 ～ 40 °C （32 ～ 104 °F）
であ る こ と を確認し て く だ さ い。

注意 他社製オプシ ョ ン を設置する場合は、 装置の損傷を防止する ために、 次の点に注意し て く だ さ
い。 （1） オプシ ョ ンの装置に よ って、 Mobility Services Engine のエアーフ ローを妨げた り 、 ラ ッ
ク内部の温度が最大値を超えた り し ない よ う に し て く だ さ い。 （2） メ ーカーの TMRA を超えな
い よ う に し て く だ さ い。

電力要件

こ の装置は、 情報テ ク ノ ロ ジー装置の設置について規定し た、 ご使用の地域の電気規格に従っ
て資格のあ る電気技師が設置する必要があ り ます。 こ の装置は、 NFPA 70、 1999 Edition
（National Electric Code）、および NFPA 75、1992 （Code for Protection of Electronic Computer/Data 
Processing Equipment） で規定されている シ ス テム構成で動作する よ う に設計さ れています。 オ
プシ ョ ンの電気定格については、 製品の定格ラベルま たはそのオプシ ョ ンに付属のユーザ マ
ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。
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第 2 章      設置および初期設定

  Cisco 3350 の物理的な場所の選択    
注意 Mobility Services Engine を不安定な電源および一時的な停電か ら保護する ために、 規定の無停
電電源装置 （UPS） を使用し て く だ さ い。 UPS は、 電源サージや電圧スパイ ク に よ って発生す
る損傷か ら ハー ド ウ ェ アを保護し、 停電中で も シ ス テムが動作を継続で き る よ う に し ます。

複数の Mobility Services Engine を設置する と 、 すべてのデバイ スに安全に電力を供給する ため
に追加の配電デバイ ス （PDU） が必要にな る場合があ り ます。 次のガ イ ド ラ イ ンに従って く だ
さ い。

 • 使用可能な AC 電源の分岐回路間で、 Mobility Services Engine の電力負荷のバ ラ ン ス を取る
必要があ り ます。

 • シ ス テムの AC 電流全体の負荷が、 分岐回路 AC 定格電流の 80 % を超えない よ う に注意し
て く だ さ い。

 • こ の装置に共通の電源出力ス ト リ ッ プを使用し ないで く だ さ い。

 • Mobility Services Engine 用の独立し た電気回路を用意し て く だ さ い。

Mobility Services Engine の電源装置

Mobility Services Engine には電源装置が 2 台搭載さ れています。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があ り ます。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があ り ます。 ステー ト メ ン ト  1028

注意 Mobility Services Engine に接続さ れた外部電源が、 電気定格ラベルに示さ れている電源の タ イ
プ と 一致する こ と を確認し ます。 必要な電源の種類が不明な場合は、 シ ス コ認定 リ セ ラーま た
は現地の電力会社にお問い合わせ く だ さ い。

バッ テ リ

Mobility Services Engine には、 過塩素酸塩が含まれている リ アルタ イ ム  ク ロ ッ ク  バ ッ テ リ ま た
はコ イ ン  セル バ ッ テ リ が搭載さ れている可能性があ り 、 カ リ フ ォルニア州で リ サ イ ク ルま た
は廃棄処分にする と きは特別な取 り 扱いが必要にな る場合があ り ます。

廃棄処分の情報については、 次の リ ン ク を参照し て く だ さ い。

http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate

注意 バ ッ テ リ を一般の家庭ごみ と 一緒に廃棄し ないで く だ さ い。 バ ッ テ リ の リ サ イ ク ルには、 公共
の回収シ ス テム を使用し て く だ さ い。

アース要件

Mobility Services Engine は、 正常な動作 と 安全を確保する ため、 適切にアースする必要があ り
ます。 米国では、 NFPA 70、 1999 Edition （National Electric Code）、 Article 250 のほか、 地域の
建築基準法に従って装置を設置する必要があ り ます。 カナダでは、 カナダ規格協会の CSA 
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 第 2 章      設置および初期設定            
  Mobility Services Engine の開梱
C22.1、 Canadian Electrical Code に従って装置を設置する必要があ り ます。 その他のすべての国
では、 国際電気標準会議 （IEC） Code 364、 Part 1 ～ 7 など、 地域ま たは国内の電気配線規制に
従って装置を設置する必要があ り ます。

さ ら に、 設置に使用する分岐配線やコ ンセン ト などのすべての配電デバイ スが、 記載された、
ま たは認証さ れたアース タ イ プ デバイ スであ る こ と を確認し て く だ さ い。 同一電源に複数のシ
ス テム を接続する と 、 高い漏れ電流が発生する ため、 シ ス コ では、 建物の分岐回路に恒久的に
配線さ れている  PDU、 ま たは工業用プ ラ グに配線される切 り 離し不可能な コー ド が装着さ れた 
PDU を使用する こ と を推奨し ています。 NEMA ロ ッ ク式プ ラ グや、 IEC 60309 に準拠し たプ ラ
グは、 こ の目的に適合し ている と 見な さ れます。 Mobility Services Engine に共通の電源出力ス
ト リ ッ プの使用は推奨さ れません。

ラ ッ クに関する警告

警告 ラ ッ クへのユニ ッ ト の設置や、 ラ ッ ク内のユニ ッ ト の保守作業を行う 場合は、 負傷事故を防ぐ
ため、 システムが安定し た状態で置かれている こ と を十分に確認し て く だ さ い。 次のガイ ド ラ
イ ンは、 安全に作業を行っ ても ら う ために用意し てあ り ます。 （1） ユニ ッ ト は、 ラ ッ クに 1 つ
だけの場合は、 一番下に搭載するよ う にし て く だ さ い。 （2） ラ ッ クに複数のユニ ッ ト を設置す
る場合は、 最も重いユニ ッ ト を一番下に設置し て、 下から順番に取り付けます。 （3） ラ ッ ク
にス タ ビ ラ イザが付いている場合は、 まずス タ ビ ラ イザを取り付けてから、 ユニ ッ ト の設置や
保守を行っ て く だ さ い。  ステー ト メ ン ト  1006 

注意 ラ ッ ク を荷降ろ しする と きは、 怪我や装置の破損を防止する ため、 2 人以上で安全にパレ ッ ト
か ら ラ ッ ク を降ろす必要があ り ます。

注意 破損防止のため、 水分や過度の湿気が Mobility Services Engine に入 り 込ま ない よ う に し て く だ
さ い。

Mobility Services Engine の開梱
Mobility Services Engine を開梱する には、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 梱包箱を開いて、 中味を慎重に取 り 出し ます。

ステ ッ プ 2 梱包資材をすべて箱に戻し て保管し ておき ます。

ステ ッ プ 3 「パ ッ ケージの内容」 の項に記載さ れているすべての品目が揃っている こ と を確認し ます。

ステ ッ プ 4 各品目に破損がない こ と を確認し ます。 内容物が破損ま たは不足し ている場合は、 シ ス コ の営
業担当者にご連絡 く だ さ い。
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  ラ ッ クへの Cisco 3350 の取り付け     
パッ ケージの内容

各 Mobility Services Engine パ ッ ケージには次のア イ テムが含まれています。

 • 1 台の Cisco 3350 Mobility Services Engine

 • 1 台の ラ ッ ク  マ ウ ン ト  キ ッ ト

 • 電源コー ド

 • コ ン ソール接続用の DB9-RJ45 ケーブル

 • RJ45-DB9 アダプ タ

 • 本書 （『Cisco 3350 Mobility Services Engine ス ター ト ア ッ プ ガ イ ド 』）

ラ ッ クへの Cisco 3350 の取り付け

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行っ て く だ さ い。
ステー ト メ ン ト  1030

注意 こ の Mobility Services Engine は非常に重量があ り ます （17 kg、 37 ポン ド ）。

怪我や装置の破損を防止する ため、 次の点に注意し て く だ さ い。

 • 資材の取 り 扱いについては、 地域の職業安全衛生要件およびガイ ド ラ イ ンに従って く ださい。

 • 設置や取 り 外し の際に Mobility Services Engine を持ち上げ、 安定させる ために手助けを受
け る こ と が推奨さ れます （特にシ ス テムがレールに固定されていない と き）。

 • Mobility Services Engine の ラ ッ クへの設置やラ ッ ク か ら の取 り 外しは、 慎重に行って く だ さ
い。 レールに固定さ れていない と 、 装置は不安定にな り ます。

 • 必ず、 最も重い品目が ラ ッ ク の一番下にな る よ う に、 ラ ッ ク の設置を計画し て く だ さ い。
最も重い品目を最初に設置し て、 下か ら順番に取 り 付けていき ます。

（注） • Mobility Services Engine には、 四角穴ラ ッ ク、 丸穴ラ ッ ク、 ま たはネジ穴ラ ッ ク に取 り 付け
る こ と ので き る、 ユニバーサル ラ ッ ク  マ ウ ン ト  キ ッ ト が付属し ています。

 • 取 り 付けレールを ラ ッ ク に固定する ためのネジ穴用のネジを用意する必要があ り ます。 ネ
ジ穴用のネジは、 シ ス テムに付属し ていません。
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ネジ穴、 四角穴または丸穴のラ ッ クへのレール キッ ト の取り付け

ステ ッ プ 1 取 り 付けレールの イ ンナー ス ラ イ ド を解放し、 Mobility Services Engine の側面に取 り 付けます
（図 2-1）。 図内の番号は、 作業の順番を示し ています。

図 2-1  Mobility Services Engine にイ ンナー スラ イ ド  レールを取り付ける

ステ ッ プ 2 Mobility Services Engine が設置さ れる ラ ッ ク構造の前面にア ウ ター レールを取 り 付けます
（図 2-2）。 図内の番号は、 作業の順番を示し ています。

図 2-2 ラ ッ クの前面にアウター レールを取り付ける
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  ラ ッ クへの Cisco 3350 の取り付け     
ステ ッ プ 3 Mobility Services Engine が イ ン ス ト ール さ れる ラ ッ ク構造の前面にア ウ ター レールを取 り 付け
ます （図 2-3）。 図内の番号は、 作業の順番を示し ています。

図 2-3 ラ ッ クの背面にアウター レールを取り付ける

ステ ッ プ 4 ラ ッ ク に取 り 付け られている ア ウ ター レールに Mobility Services Engine を搭載し た イ ンナー ス
ラ イ ド  レールを取 り 付け ます （図 2-4）。

図 2-4 アウター レールにイ ンナー レールを取り付ける
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  前面パネルと背面パネル
ステ ッ プ 5 取 り 付けた イ ンナー レール と  Mobility Services Engine を ラ ッ ク の背面にス ラ イ ド し ます
（図 2-5）。 図内の番号は、 作業の順番を示し ています。

図 2-5 システムおよびイ ンナー レールを ラ ッ クの背面にスラ イ ド させる

前面パネルと背面パネル

前面パネル

図 2-6 に、 Cisco 3350 Mobility Services Engine の前面パネルの全体を示し ます。

図 2-7 には、 Cisco 3350 の前面パネルの詳細を示し ます。

表 2-1 に、 Cisco 3350 の前面パネルの コ ンポーネン ト と 機能の説明を示し ます。

図 2-6 Cisco 3350 の前面パネル
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  前面パネルと背面パネル  
図 2-7 Cisco 3350 の前面パネルのク ローズ ア ッ プ
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表 2-1 前面パネルのコ ンポーネン ト  

番号 コ ンポーネン ト 説明または LED ステー タ ス

1 DVD ド ラ イ ブ カ ス タ マーの使用はあ り ません。 すべてのシ ス
テム  ソ フ ト ウ ェ アは Cisco WCS を使用し てダ ウ
ン ロー ド さ れます。

2 シ ス テム  LED グ リ ーンはシ ス テム状態が正常であ る こ と を意
味し ます。

オレ ンジは、 シ ス テム状態が低下し てい る こ と
を意味し ます。 特定のシ ス テム情報については、
前面パネルか ら診断カー ド を引き出し ます。 「診
断カー ド 」 （P.2-13） を参照し て く だ さ い。

レ ッ ド は、 シ ス テム状態が ク リ テ ィ カルであ る
こ と を意味し ます。 ク リ テ ィ カル状態の コ ン
ポーネン ト を識別する には、 前面パネルか ら診
断カー ド を引き出し ます。 「診断カー ド 」
（P.2-13） を参照し て く だ さ い。

消灯は、 シ ス テム状態が正常であ る こ と を意味
し ます （ス タ ンバイ  モー ド の場合）。

3 電源モジ ュール LED グ リ ーンは電源の配置が正常であ る こ と を意味
し ます。

オレ ンジは、 電源の冗長性に障害が発生し た こ
と を示し ます。

消灯は、 ス タ ンバイ  モー ド の場合に、 電源装置
が正常な こ と を示し ます。

4 USB ス ロ ッ ト 将来的な使用のために予約さ れています。
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  前面パネルと背面パネル
5 NIC 1 リ ン ク /ア ク テ ィ ビテ ィ  
LED

グ リ ーンはネ ッ ト ワー ク  リ ン ク があ る こ と を意
味し ます。

（注） NIC1 は自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト で
イーサネ ッ ト  0 と し て識別されます。

グ リ ーンの点滅は、 ネ ッ ト ワー ク  リ ン クおよび
ア ク テ ィ ビテ ィ があ る こ と を意味し ます。

消灯は、 ネ ッ ト ワー クへの リ ン ク がない こ と を
意味し ます。

（注） 電源がオフの場合、 前面パネルの LED は
ア ク テ ィ ブではあ り ません。背面パネルの 
NIC1 LED を確認し ます。 「背面パネル」
（P.2-15） を参照し て く だ さい。 

6 NIC 2 リ ン ク /ア ク テ ィ ビテ ィ  
LED

グ リ ーンはネ ッ ト ワー ク  リ ン ク があ る こ と を意
味し ます。

（注） NIC2 は自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト で
イーサネ ッ ト  1 と し て識別されます。

グ リ ーンの点滅は、 ネ ッ ト ワー ク  リ ン クおよび
ア ク テ ィ ビテ ィ があ る こ と を意味し ます。

消灯は、 ネ ッ ト ワー クへの リ ン ク がない こ と を
意味し ます。

（注） 電源がオフの場合、 前面パネルの LED は
ア ク テ ィ ブではあ り ません。背面パネルの 
NIC2 LED を確認し ます。 「背面パネル」
（P.2-15） を参照し て く だ さい。 

7 UID ブルーは、 識別がア ク テ ィ ブになってい る こ と
を意味し ます。

ブルーの点滅は、 シ ス テムが リ モー ト で管理さ
れてい る こ と を意味し ます。

消灯は、 識別が非ア ク テ ィ ブであ る こ と を意味
し ます。

8 電源オン /ス タ ンバイ  ボ タ ンお
よびシ ス テム電源 LED

グ リ ーンはシ ス テムの電源が入ってい る こ と を
意味し ます。

オレ ンジは、 シ ス テムはシ ャ ッ ト  ダ ウ ン し てい
る が電源は入った ま まになっ てい る こ と を意味
し ます。

消灯は、 電源コード が接続されていない、 電源障
害が発生した、 電源装置が設置されていない、 設
備の電源が利用できない、 または電源ボタ ン ケー
ブルが接続されていない状態です。

9 ビデオ コ ネ ク タ （DB-15） シ リ アル接続する こ と をお勧め し ます。 こ の
ポー ト に装置を接続し ないで く だ さ い。

表 2-1 前面パネルのコ ンポーネン ト  （続き）

番号 コ ンポーネン ト 説明または LED ステー タ ス
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図 2-8 には、 前面パネルにあ る診断カー ド の細部を示し ます。

表 2-2 には、 診断カー ド に よ って追跡されている  Mobility Services Engine の内部コ ンポーネン
ト の概要を示し ます。 こ れら の コ ンポーネン ト について、 LED 状態の各定義も集約さ れます。

（注） こ の情報は、 現在 Cisco WCS 内で集約さ れていません。

図 2-8 診断カー ド

10 診断カー ド 電源、 内部プ ロ セ ッ サ、 DIMM、 メ モ リ 、 温度、
およびア ラームに関する ス テータ ス を提供し ま
す。 詳細については、 「診断カー ド 」 （P.2-13） を
参照し て く だ さ い。

11 ハー ド  ド ラ イ ブ ベイ （4 の 1） ハー ド  ド ラ イ ブは、 故障し た場合や、 シ ス コ の
テ ク ニカル サポー ト か ら の取 り 外し の指示がな
い限 り 、 取 り 外さ ないで く だ さ い。

表 2-1 前面パネルのコ ンポーネン ト  （続き）

番号 コ ンポーネン ト 説明または LED ステー タ ス
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表 2-2 診断カー ドの LED 

コ ンポーネン ト  LED ステータ ス

電源 1 ま たは 2 LED はオレ ンジ ま たはレ ッ ド
にな り ます。

レ ッ ド は次の状態の 1 つ以上があ る可能性が
あ る こ と を意味し ます。

 • ソ ケ ッ ト  X のプロセ ッ サが失敗し ている。

 • プ ロ セ ッ サ X は必須だが、 ソ ケ ッ ト に取
り 付け られていない。

 • プ ロ セ ッ サ X がサポー ト さ れていない。

オレ ンジは、 ソ ケ ッ ト  X のプ ロ セ ッ サがすで
に障害状態であ る こ と を意味し ます。

電源 1 および 2 の LED がレ ッ ド になっている。 レ ッ ド はプ ロ セ ッ サ タ イ プが一致し ない こ と
を意味し ます。

連結 レ ッ ド は PCI ラ イ ザー ボー ド のアセンブ リ が
適切に装着し ていない こ と を意味し ます。

DIMM、 1 ス ロ ッ ト レ ッ ド は次の状態の 1 つ以上があ る可能性が
あ る こ と を意味し ます。

 • ス ロ ッ ト  X の FBDIMM が失敗し てい る。

 • ス ロ ッ ト  X の FBDIMM はサポー ト さ れ
ていない タ イ プであ り 、 別のバン ク に有
効な メ モ リ がない。

オレ ンジは、 次の 1 つ以上の条件が存在する
場合があ る こ と を意味し ます。

 • ス ロ ッ ト  X の FBDIMM が単一ビ ッ ト の
修正可能なエ ラーの し きい値に到達し た。

 • ス ロ ッ ト  X の FBDIMM がすでに障害状
態であ る。

 • ス ロ ッ ト  X の FBDIMM はサポー ト さ れ
ていない タ イ プであ る が、 別のバン ク に
有効な メ モ リ があ る。

DIMM、 すべてのス ロ ッ ト レ ッ ド は有効な メ モ リ ま たは使用可能な メ モ
リ がシ ス テムに取 り 付け られていない こ と を
意味し ます。

PPM レ ッ ド は統合プ ロ セ ッ サの電源モジ ュール
（PPM） が破損し ている こ と を意味し ます。

オン ラ イ ンのスペア グ リ ーンは、 保護が イ ネーブルであ る こ と を
示し ます。

オレ ンジの点滅は、 メ モ リ の設定エ ラーを意
味し ます。

オレ ンジは メ モ リ 障害が発生し た こ と を示し
ます。

消灯は、 保護がない こ と を意味し ます。
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背面パネル

図 2-9 に、 Cisco 3350 Mobility Services Engine の背面パネルの細部を示し ます。

表 2-3 で、 Cisco 3350 の背面パネルの コ ンポーネン ト と 機能を識別し ます。

表 2-4 には、 DB9 ケーブルのピ ン割 り 当ての概要を示し ます。

（注） 図 2-9 で ラベルのない項目は、 現在シ ス テムのア ク テ ィ ブな役割は割 り 当て られていません。

Proc 1 ま たは Proc 2 はオレ ンジ ま たはレ ッ ド
にな り ます

レ ッ ド は次の状態の 1 つ以上があ る可能性が
あ る こ と を意味し ます。

 • プ ロ セ ッ サが破損し てい る。

 • プ ロ セ ッ サは必須だが、 ソ ケ ッ ト に取 り
付け られていない。

 • プ ロ セ ッ サがサポー ト さ れていない。

オレ ンジは、 ソ ケ ッ ト  X のプ ロ セ ッ サがすで
に障害状態であ る こ と を意味し ます。

Proc 1 およびProc 2 はオレ ンジ ま たはレ ッ ド
にな り ます

プ ロ セ ッ サ タ イ プが一致し ていない。

温度超過 オレ ンジは、 ヘルス  ド ラ イバがそのア ラー ト
の温度レベルを検出し た こ と を示し ます。

レ ッ ド はシ ス テムが臨界温度レベルを検出し
た こ と を示し ます。

ミ ラー グ リ ーンは保護が メ モ リ で イ ネーブルであ る
こ と を示し ます。

オレ ンジの点滅は メ モ リ の設定エ ラーがあ る
こ と を示し ます。

オレ ンジは メ モ リ 障害が発生し た こ と を示し
ます。

消灯は保護が設定さ れていない こ と を意味し
ます。

フ ァ ン  1、 2、 ま たは 3 オレ ンジは冗長フ ァ ンが故障し てい る こ と を
意味し ます。 

レ ッ ド は最小フ ァ ン要件がフ ァ ン  モジ ュール
の 1 つ以上で満た さ れていない こ と を意味し
ます。 1 つ以上のフ ァ ンが故障し ている か見
つか り ません。

表 2-2 診断カー ドの LED （続き）

コ ンポーネン ト  LED ステータ ス
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図 2-9 Cisco 3350 Mobility Services Engine の背面パネル

iLO2

NIC1 NIC2

UID

1 2 3 4 5 6 9 107 8

20
42

95

表 2-3 背面パネルのコ ンポーネン ト  

番号 説明

1 コ ン ソールの DB9 シ リ アル コ ネ ク タ。 表 2-4 のピ ン割 り 当てを参照し て く だ
さ い。

2 DB15 コ ネ ク タ。

3 マ ウ ス  コ ネ ク タ。

4 キーボー ド  コ ネ ク タ。

5 NIC 1 （Ethernet 0） コ ネ ク タ と  LED。

 • LED がグ リ ーンの場合、 リ ン ク があ る こ と を示し ます。

 • LED が消灯の （点灯し ていない） 場合、 リ ン ク がない こ と を示し ます。

6 NIC 2 （Ethernet 1） コ ネ ク タ と  LED。

 • LED がグ リ ーンの場合、 リ ン ク があ る こ と を示し ます。

 • LED が消灯の （点灯し ていない） 場合、 リ ン ク がない こ と を示し ます。

7 NIC 2 リ ン ク  ス テータ ス  LED （NIC 1 の LED と 同じ機能）

8 UID ボ タ ン と  LED。

 • ブルーは、 識別がア ク テ ィ ブになってい る こ と を意味し ます。

 • ブルーの点滅は、 システムが リ モー ト で管理されている こ と を意味し ます。

 • 消灯の （点灯し ていない） 場合、 識別が非ア ク テ ィ ブであ る こ と を意味
し ます。
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9 電源 2。

 • グ リ ーンは通常の動作を示し ます。

 • 消灯は、 シ ス テムが消灯し てい る か、 ま たは電源装置が故障し てい る こ
と を示し ます。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があ り ます。 すべ
ての接続を取り外し、 装置の電源を遮断する必要があ り ます。 ス
テー ト メ ン ト  1028

10 電源 1。

 • グ リ ーンは通常の動作を示し ます。

 • 消灯は、 シ ス テムが消灯し てい る か、 ま たは電源装置が故障し てい る こ
と を示し ます。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があ り ます。 すべ
ての接続を取り外し、 装置の電源を遮断する必要があ り ます。 ス
テー ト メ ン ト  1028

表 2-4 DB9 のピン割り当て 

ピン  割り当て 説明

1 DCD データ  キ ャ リ ア検出

2 RD 受信データ

3 TD 送信データ

4 DTR データ端末レデ ィ

5 SG 信号用接地

6 DSR データ  セ ッ ト  レデ ィ

7 RTS 送信要求

8 CTS 送信可

9 Ring リ ング  イ ンジケータ

表 2-3 背面パネルのコ ンポーネン ト  （続き）

番号 説明
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CLI コ ン ソールの接続と使用
初期のシ ス テム設定では、 コ マン ド ラ イ ン  イ ン ターフ ェ イ ス （CLI） コ ン ソールを使用し ます。
CLI コ ン ソールは、 Mobility Services Engine の背面パネルにあ る  DB9 コ ン ソール ポー ト に接続
し ます。 図 2-9 に、 Mobility Services Engine の背面パネルにあ る コ ン ソール ポー ト を示し ます。
背面パネルの コ ンポーネン ト については、 表 2-3で説明し ています。 コ ン ソール ポー ト のピ ン
割 り 当てを  表 2-4 に示し ます。

（注） コ ン ソール ポー ト を接続する には、 ク ロ スオーバー シ リ アル ケーブルま たはヌル モデム  ケー
ブルを使用し ます。

CLI コ ン ソール セ ッ シ ョ ンに対し て、 こ れら の ター ミ ナル エ ミ ュ レータ設定を使用し ます。

 • 9600 ボー

 • 8 データ  ビ ッ ト

 • フ ロー制御な し

 • 1 ス ト ッ プ ビ ッ ト

 • パ リ テ ィ な し

Mobility Services Engine の電源投入
Mobility Services Engine に AC 電源を適用する と 、 起動ス ク リ プ ト に よ ってオペレーテ ィ ング  
シ ス テム と 保存済みの設定が初期化さ れます。 ユーザ ID と パス ワー ド の入力 と 、 キー設定の
詳細の入力を要求する プ ロ ンプ ト が表示さ れます。

Mobility Services Engine に電源を投入する には、 次の手順に従います。

ステ ッ プ 1 AC 電源コー ド を  Mobility Services Engine の電源の背面 （図 2-9） に差し込み、 も う 一方の端を
アース付き の 100～240 VAC 50/60 Hz 電源コ ンセン ト に接続し ます。

Mobility Services Engine に差し込む側の電源コー ド は、 IEC 320 標準に準拠し ています。

ステ ッ プ 2 前面パネルの電源オン /ス タ ンバイ  ボ タ ン を使用し て、 Mobility Services Engine の電源を入れま
す （図 2-7）。

ステ ッ プ 3 ロ グ イ ン  プ ロ ンプ ト で、 Mobility Services Engine のユーザ ID と パス ワー ド を入力し ます。 デ
フ ォル ト のユーザ ID は root、 デフ ォル ト のパス ワー ド は password です。

ユーザ ID と パス ワー ド は、 大文字 と 小文字が区別さ れます。

こ れで、 Mobility Services Engine のオペレーテ ィ ング  シ ス テムに ロ グ イ ンで き ます。

「Mobility Services Engine の設定」 （P.2-19） に進みます。
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Mobility Services Engine の設定
Mobility Services Engine の最小限の設定は、 コ ン ソールを使用し た イ ン ス ト ールの一環 と し て
実行さ れます。 自動イ ン ス ト ールを使用し た初期設定以外のすべての設定は、 Cisco WCS で実
行さ れます。 自動イ ン ス ト ールの詳細については、 「自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト 」 （P.2-19）
を参照し て く だ さ い。

（注） 最適なネ ッ ト ワーク  セキ ュ リ テ ィ を確保する ために、 Mobility Services Engine の初期設定時に
デフ ォル ト の root パス ワー ド を変更する必要があ り ます。

 • 自動セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト 中にパス ワー ド を変更する よ う に要求されます。

 • Linux コ マン ド  passwd を使用し てパス ワー ド を変更する こ と も で き ます。

自動インス ト ール スク リ プ ト

（注） ネ ッ ト ワーク内で Mobility Services Engine が最適に動作する よ う に、 すべての関連項目を初期
セ ッ ト ア ッ プ時に設定する こ と を推奨し ます。 ホ ス ト 名 と 、 イーサネ ッ ト  0 （eth0） ま たは
イーサネ ッ ト  1 （eth1） のポー ト は、 自動イ ン ス ト ール中に必ず設定する必要があ り ます。

（注） 自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト は、 パラ メ ータ を追加ま たは変更する ためにいつで も再実行で き
ます。 こ れら の更新のいずれかで変更し ない値を再入力する要件はあ り ません。

（注） あ る項目を設定し ない場合は、 skip を入力する と 次の設定手順のプ ロ ンプ ト が表示さ れます。
ス キ ッ プ さ れた設定は保持さ れ、 変更さ れません。

自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト は、 説明文 と と も に次の よ う に画面に表示されます。

Example text: Indicates the installation script that displays to the console.

本文:ス ク リ プ ト 内の手順についてユーザに追加情報を提供し ます。

ロ グ イ ン  root を入力し ます。

localhost.localdomain login:

パス ワー ド  password を入力し ます。

Password:

Setup parameters via Setup Wizard (yes/no) [yes]:

セ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ザー ド を使用する場合は yes と 入力し、 手動でパ ラ メ ータ を設定する場合は 
No と 入力し ます。 経験豊な Linux シ ス テム管理者だけが、 セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト を使用し
てシ ス テム を設定する こ と を選択で き ます。 角カ ッ コ内のオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト です。 デ
フ ォル ト を選択する には、 Enter キーを押し ます。

Yes と 入力する と 、 コ ン ソールに次の情報が表示さ れます。
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Welcome to the mobility services engine setup.
Please enter the requested information.At any prompt, 
enter ^ to go back to the previous prompt.You may exit at  
any time by typing <Ctrl+C>.

You will be prompted to choose whether you wish to configure a  
parameter, skip it, or reset it to its initial default value. 
Skipping a parameter will leave it unchanged from its current 
含まれています。
Changes made will only be applied to the system once all the  
information is entered and verified.

Current hostname=[localhost]
Configure hostname?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Yes]:Y

ホ ス ト 名は、 ネ ッ ト ワーク上のデバイ ス を識別で き る一意の名前に し て く だ さ い。 ホ ス ト 名
は、 文字で開始し、 文字ま たは数字で終了し、 文字、 数字、 およびダ ッ シ ュ だけを含みます。

Enter a host name [localhost]: mse-nyc

こ のデバイ スが属する ネ ッ ト ワーク  ド メ イ ンの ド メ イ ン名を入力し ます。 ド メ イ ン名は、 文字
で開始し、 .com などの有効な ド メ イ ン名の拡張子で終了し ます。 ド メ イ ン名には、 文字、 数
字、 ダ ッ シ ュ、 ピ リ オ ド を使用で き ます。

Current domain=[localdomain]
Configure domain name?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Yes]: Y

Enter a domain name [localdomain]: cisco.com

Current IP address=[209.165.201.25] 
Current eth0 netmask=[255.255.255.224] 
Current gateway address=[209.165.201.1]
Enter eth0 IP address [209.165.201.25]:
Configure eth0 interface parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: Y

Ethernet-0 （eth0） イ ン ターフ ェ イ スの情報を入力する場合は、 Yes と 入力し ます。

（注） ネ ッ ト ワーク管理者は、 後続のプ ロ ンプ ト に IP ア ド レ ス、 ネ ッ ト ワーク  マス ク、 およ
びデフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イ  ア ド レ ス を指定で き ます。

Enter an IP address for the first ethernet interface of this machine.

Enter eth0 IP address [209.165.201.25]:
Enter the network mask for IP address 209.165.201.25.
Enter network mask [255.255.255.224]:

Enter a default gateway address for this machine.
Note that the default gateway must be reachable from the first ethernet interface

Enter default gateway address [209.165.201.1]:

The second ethernet interface is currently disabled for this machine.
Configure eth1 interface parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:

2 番めの イーサネ ッ ト （eth1） イ ン ターフ ェ イ スの情報を入力する場合は、 Yes と 入力し ます。
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（注） 2 番めの イーサネ ッ ト  イ ン ターフ ェ イ ス （eth1） は、 skip と 入力し て ス キ ッ プする こ と
も で き ます。

こ のマシンの 2 番目の イーサネ ッ ト  イ ン ターフ ェ イ ス （eth1） の IP ア ド レ ス を入力し ます。
Enter eth1 IP address [none]:

指定し た IP ア ド レ スのネ ッ ト ワーク  マ ス ク を入力し ます。

Enter network mask [255.0.0.0]:

（注） こ のマシンの 2 番目の イ ン ターフ ェ イ ス （eth1） の IP ア ド レ スおよびマス ク を入力し た
場合は、 こ の イ ン ターフ ェ イ スのス タ テ ィ ッ ク  ルーテ ィ ン グ  エン ト リ を  2 つまで定義
する こ と も で き ます。 ス タ テ ィ ッ ク  ルー ト は通常、 ア ウ ト オブバン ド  ネ ッ ト ワーク を
模倣する ために ラ ボ環境で使用さ れる も ので、 幅広い使用経験がない場合は、 ネ ッ ト
ワーク内の実装には推奨さ れません。

（注） ス タ テ ィ ッ ク  ルー ト を設定し ない場合は、 次に示すネ ッ ト ワーク  ア ド レ スのプ ロ ンプ
ト で none と 入力し ます。 ネ ッ ト ワーク  マス ク と ゲー ト ウ ェ イ  ア ド レ ス を入力する必要
はあ り ません。

（注） 1 つのルー ト だけを設定する場合は、 2 番目のネ ッ ト ワーク  ア ド レ ス を入力する よ う 求
め られた ら  none と 入力で き ます。 2 番目のルー ト のネ ッ ト ワーク マス ク、 ゲー ト ウ ェ
イ  ア ド レ ス を入力する必要はあ り ません。

eth1 のス タ テ ィ ッ ク  ルー ト を定義する ネ ッ ト ワーク  ア ド レ ス を入力し ます。

Enter network [none]:

上記で入力し たネ ッ ト ワーク  ア ド レ スのネ ッ ト ワーク  マス ク を入力し ます。

Enter network mask [255.0.0.0]:

入力し たネ ッ ト ワーク  ア ド レ スおよびネ ッ ト ワーク  マス ク のゲー ト ウ ェ イ  ア ド レ ス を入力し
ます。

Enter gateway address:

DNS 情報を入力し ます。

Domain Name Service (DNS) Setup
DNS is currently enabled.
No DNS servers currently defined
Configure DNS related parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:Y

Enable DNS (yes/no) [yes]: Yes
Enter primary DNS server IP address: 209.165.201.20 
Enter backup DNS server IP address (or none) [none]:

タ イ ム  ゾーン情報を入力し ます。
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（注） Mobility Services Engine、 Cisco WCS と コ ン ト ローラ間の通信は Universal Time Code
（UTC） 内にあ り ます。 Mobility Services Engine にはローカル タ イ ム  ゾーンが設定さ れ
ています。 こ れに よ り 、 ネ ッ ト ワーク  オペレーシ ョ ン  セン ターの担当者に よ る ロ グ内
の イベン ト の検索をサポー ト し ます。 各シ ス テムで NTP を設定する と 、 デバイ スに 
UTC 時刻が提供されます。

Current timezone=[America/Los_Angeles] 
Configure timezone?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:

NTP サーバ情報を入力し ます。

（注） Mobility Services Engine と その関連コ ン ト ローラ は、 同一 NTP サーバ と 同一 シ ス コ  
WCS サーバにマ ッ プする必要があ り ます。 NTP サーバは、 コ ン ト ローラ、 Cisco WCS、
および Mobility Services Engine 間で時刻を自動的に同期する必要があ り ます。

Network Time Protocol (NTP) Setup.
If you choose to enable NTP, the system time will be configured from NTP servers that you 
select.Otherwise, you will be prompted to enter the current date and time.

NTP is currently disabled.
Configure NTP related parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: Y

Enter whether or not you would like to set up the Network Time Protocol (NTP) for this 
machine.

If you choose to enable NTP, the system time will be configured from NTP servers that you 
select.Otherwise, you will be prompted to enter the current date and time.

Enable NTP (yes/no) [no]: yes
Enter NTP server name or address: 1.ntp.esl.cisco.com
Enter another NTP server IP address (or none) [none]:

ユーザが コ ン ソールま たは SSH 経由で ロ グ イ ン し た場合は、 ロ グ イ ン  バナーが表示さ れます。
次に、 デフ ォル ト のバナーの例を示し ます。 次の手順に従って、 こ のバナーに表示される テキ
ス ト を変更で き ます。 バナーは通常、 ユーザがプ ラ イベー ト  シ ス テム を開始し ている こ と を警
告する ために使用さ れます。

Current Login Banner = [Warning!]
Configure login banner (Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:

Enter text to be displayed as login banner.Enter a single period on a line to terminate.

Login banner [Warning!]:

Cisco Mobility Service Engine.

Remote root login is currently disabled.

コ ン ソールか ら リ モー ト  ルー ト  ロ グ イ ン （ア ク セス） を設定し イ ネーブルにする には、 次の
手順に Y を入力し ます。

（注） リ モー ト  ルー ト  ア ク セス を イ ネーブルに し た場合、 シ リ アルおよび SSH 接続がサポー
ト さ れます。  ローカル モニ タ と キーボー ド  ア ク セスは拒否さ れます。
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（注） リ モー ト  ルー ト  ア ク セス をデ ィ セーブルにする と 、 ローカル モニ タ と キーボー ド の両
方がシ リ アル接続 と 共に動作し ます。 SSH ア ク セスはデ ィ セーブルにな り ます。

Configure remote root access?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: N

Enter whether or not you would like to allow  
remote root login via secure shell for this machine.

Enable remote root login (yes/no) [no]: N

SSH root access is currently enabled. 
Configure ssh access for root (Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: N 

Enter whether or not you would like to enable ssh 
root login.If you disable this option, only console 
root login will be possible.

コ ン ソール ロ グ イ ン と  SSH v2 （ssh root ロ グ イ ン） を使用し て リ モー ト  ロ グ イ ンがで き る よ う
にする には、 yes と 入力し ます。 コ ン ソールか ら の root ロ グ イ ンだけを許可する には、 [no] を
選択し ます。

Enable ssh root access (yes/no): yes 

（注） ssh root ロ グ イ ン  パス ワー ド を忘れた場合、 単一ユーザ モー ド を開始し、 パス ワー ド を
変更で き ます。 不正ア ク セス を防止する には、 単一ユーザ モー ド のパス ワー ド を定義
で き ます。

Single user mode password check is currently enabled.
Configure single user mode password check (Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: Y 
The single user mode is usually used for recovery  
operations.For example, when the root password is  
forgotten, you can log into single user mode and reset 
the root password.
******************************************************* 
!!WARNING!! 
----------- 
If single user mode password check is enabled and 
the root password is forgotten, the appliance  
will be unusable as it cannot be logged into 
successfully.Do not enable this option unless it  
is required.(Press ^ to go back to previous step.) 
*******************************************************

注意 単一ユーザ モー ド のパス ワー ド を忘れた場合はロ グ イ ンで きず、 RMA を準備する ために TAC 
に連絡する必要があ り ます。

Enable password check for single user mode login (yes/no) [yes]: yes

パス ワー ド  パラ メ ータ の目的の値を入力する か、 デフ ォル ト のパ ラ メ ータ値を受け入れる よ う
に Enter キーを押し ます。

（注） こ れら のパラ メ ータは、 設置ス ク リ プ ト 時に イ ネーブルに し、 設定するすべてのパス
ワー ド に適用さ れます。
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Login and password strength related parameter setup 
Maximum number of days a password may be used : 60 
Minimum number of days allowed between password changes : 1 
Minimum acceptable password length : 9 
Login delay after failed login : 5 
Checking for strong passwords is currently enabled. 

Configure login/password related parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: Y 

Enter login and password related parameters.

Maximum number of days a password may be used(1-99999, 99999 means no expiry) [60]: 
Minimum number of days a password may be used(0-99999, 0 means no minimum) [1]: 
Minimum acceptable password length(8-10) [9]: 
Login delay in seconds after failed login(0-15) [5]  
Enable strong password checking?[yes/no] [yes]:

ルー ト （スーパー ユーザ） パス ワー ド を イ ネーブルに し、 定義する には Y と 入力し ます。 こ の
手順を ス キ ッ プする には、 Enter キーを押し ます。

Configure root password?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: Y 

Enter a password for the superuser.

スーパーユーザのパス ワー ド を入力し、 再度入力し て確認し ます。 入力は表示されません。

Enter root password: 
Confirm root password:

強力な （GRand Unified Bootloader （GRUB）） パス ワー ド を設定する こ と も で き ます。 強力な
パス ワー ド は 9 文字以上 と し、 2 個の小文字、 2 桁の数字および 2 個の特殊文字 （$ や # など）
を使用し ている必要があ り ます。 条件を満た し ていないパス ワー ド を入力する と 、 エ ラー メ ッ
セージが表示さ れます。

注意 GRUB パス ワー ド を忘れた場合は、 ロ グ イ ンで き ません。 ま た、 RMA を準備する ために TAC 
に連絡する必要があ り ます。

（注） 強力なパス ワー ド が イ ネーブルでない場合は、 パス ワー ド を任意の長さ にする こ と がで
き ます。

（注） 強力なパス ワー ド が設定さ れる前に定義さ れたパス ワー ド は、 強力なパス ワー ド の設定
に影響さ れません。 強力なパス ワー ド が設定さ れた後に設定されたパス ワー ド だけが影
響を受け ます。 た と えば、 Cisco WCS 通信パス ワー ド （次の例で示す） やパス ワー ド の
有効期限など、 こ のス ク リ プ ト の後半で設定するパス ワー ド には強力なパス ワー ド が必
要にな り ます。

GRUB password is not currently configured. 
Configure GRUB password (Y)es/(D)isable/(S)kip/(U)se default [Skip]: Y 
GRUB is the Linux bootloader.Setting a password for 
the GRUB loader means that each time the appliance is  
powered up, you will be prompted for the GRUB password 
you configure here.
******************************************************* 
!!WARNING!! 
----------- 
If the GRUB password is forgotten, the appliance  
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will be unusable as it cannot be booted up 
successfully.Do not configure this option unless it  
is required.(Press ^ to go back to previous step.) 
*******************************************************

Enter a password for the grub menu.

Enter GRUB Password: 
Verify GRUB Password:

Password must be 9 characters long. も う 一度試行し ます。

Enter GRUB Password: 
Verify GRUB Password: 
UP = 2, LO = 6, DIGIT = 3, PUNCT = 0 
Password must contain 2 uppercase, 2 lowercase letters, 
2 digits and 2 special characters. も う 一度試行し ます。

Enter GRUB Password: 
Verify GRUB Password:

シ ス コ  WCS 通信パス ワー ド を有効に し て定義する には Y と 入力し ます。

（注） こ のパス ワー ド は、 シ ス コ  WCS GUI にア ク セスする ための個々のユーザ パス ワー ド は
定義し ません。 こ のパス ワー ド は、 シ ス テム （Mobility Services Engine など） と シ ス コ  
WCS 間の SOAP/XML 認証に使用さ れます。

Configure WCS communication password?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: Y 

Enter a password for the admin user. 
The admin user is used by the WCS and other northbound systems 
to authenticate their SOAP/XML session with the server. 
Once this password is updated, it must correspondingly be updated  
on the WCS page for MSE General Parameters so that the WCS can 
communicate with the MSE. 

Cisco WCS 通信のパス ワー ド を入力し、 再度入力する こ と に よ って確認し ます。 入力は表示さ
れません。

Enter WCS communication password: 
Confirm WCS communication password:

（注） BIOS への不正なア ク セス を防止する ために、 BIOS パス ワー ド を設定する こ と を推奨し
ます。

イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト に入力さ れたすべての情報が画面に表示されます。

Please verify the following setup information.
--------------------------------------------------------------------------- 
Host name= mse-nyc 
Domain=cisco.com 
Eth0 IP address=209.165.201.25, Eth0 network mask=255.255.255.224 
Default gateway=209.165.201.1 
Enable DNS=yes, DNS servers=209.165.201.20 
Enable NTP=yes, NTP servers=1.ntp.esl.cisco.com 
Login banner = 
Cisco Mobility Service Engine.
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Enable Remote Root Login=no 
Enable SSH root access=yes 
Enable Single User Mode Password Check=no 
Password/Login parameters : 
Password min length=9 
Password min days =1 
Password max days =60 
Failed login delay =5 
Strong password checking=yes 
Root password is changed. 
GRUB password is changed. 
WCS password is changed. 
--------------------------------------------------------------------------- 
You may enter "yes" to proceed with configuration, "no" to make 
more changes, or "^" to go back to the previous step.
Is the above information correct (yes, no, or ^): yes 
------------------------------------------------------------ 
Setup will now attempt to apply the configuration.
Applying hostname related parameters... 
Generating /etc/hosts 
Running hostname mse-nyc.cisco.com 
Generating /etc/sysconfig/network 
Updating /proc/sys/kernel/hostname 
Applying eth0 related parameters... 
Generating /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0 
Applying DNS related parameters... 
Generating /etc/resolv.conf 
Restarting network services with new settings. 
Shutting down interface eth0: 
Shutting down loopback interface: 
Setting network parameters: 
Bringing up loopback interface: 
Bringing up interface eth0: 
Applying NTP related parameters... 
Generating /etc/ntp.conf and /etc/ntp/step-tickers 
Setting system clock from NTP. 
11 Apr 15:56:59 ntpdate[15176]: step time server 209.165.201.22 offset -37.556823 sec 
Synchronizing hardware clock 
Generating /etc/sysconfig/clock 
Applying remote root login related parameters... 
Disabling single user mode login password check...
 
Setting password/login parameters.... 
Setting root password. 
Changing password for user root. 
passwd: all authentication tokens updated successfully.
Setting grub password... 
Setting wcs password. 
***Configuration successful*** 
We recommend you reboot the system to ensure changes are operational. 
Reboot now?(yes/no) [yes]: yes
Some of your changes will only take effect after the next reboot. 
Exiting setup script...
[root@sanity-lbs setup]# 
Script done on Wed 30 Sept 2008 03:58:12 PM PDT 

ス ク リ プ ト の設定が画面に表示さ れた ら、 入力し たすべてのセ ッ ト ア ッ プ情報を確認する よ う
に求め られます。 Yes を入力し て設定を進め る か、 No を入力し て さ ら に変更する か、 ま たは ^ 
を入力し て前の手順に戻る こ と がで き ます。

Is the above information correct (yes, no, or ^):
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yes を入力する と 、 設定情報が適用さ れます。 変更が適用さ れた こ と を確認する プ ロ ンプ ト が
表示さ れた場合は、 シ ス テム を リ ブー ト する こ と をお勧め し ます。

（注） 設定が完了する と 、 ***Configuration successful*** と い う メ ッ セージが画面に表示さ れます。

次回の ロ グ イ ン時に root を使用する と 、 Linux シ ェル プ ロ ンプ ト だけが表示され、 セ ッ ト ア ッ
プ ス ク リ プ ト は表示さ れません。 root と し て ロ グ イ ン し、 /opt/mse/setup/setup.sh を実行すれ
ば、 いつで も セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト を再実行し て設定を変更で き ます。

セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト は /opt/mse/setup/setup.log で参照で き る ロ グ  フ ァ イルを生成し ます。

NTP サーバの設定
NTP サーバを設定し て、 Mobility Services Engine の時刻 と 日付を設定で き ます。

（注） 自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト の一環 と し て、 NTP を イ ネーブルに し、 NTP サーバ IP ア ド レ ス
を入力する よ う に求める プ ロ ンプ ト が自動的に表示さ れます。 自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト の
詳細については、 「Mobility Services Engine の設定」 （P.2-19） を参照し て く だ さ い。

（注） Mobility Services Engine の イ ン ス ト ール後に NTP サーバの イ ン ス ト ールを追加ま たは変更する
必要があ る場合、 自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト を再実行し ます。 ス ク リ プ ト か ら移動する だけ
で、 他の値を調整せずに、 NTP サーバを設定で き ます。 自動ス ク リ プ ト を再実行する には、
root と し て ロ グ イ ン し、 /opt/mse/setup/setup.sh を実行し ます。

（注） NTP 設定の詳細については、 Linux の設定ガ イ ド を参照し て く だ さ い。

Mobility Services Engine の起動
ブー ト 後に Mobility Services Engine を自動的に起動する よ う に設定する には、 次の手順を実行
し ます。

[root@mse-server1]# chkconfig msed on

イ メ ージを手動で開始する には、 /etc/init.d/msed start を入力し ます。

Mobility Services Engine ソ フ ト ウェ アの状態の確認
Mobility Services Engine ソ フ ト ウ ェ アの状態はいつで も確認で き ます。 Mobility Services Engine 
の CLI イ ン ターフ ェ イ スでは、 /etc/init.d/msed status と 入力し ます 

Mobility Services Engine が動作し ている場合、 コ マン ド 出力は次の例の よ う にな り ます。
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------------- 
Server Config 
------------- 
Product name: Cisco Mobility Service Engine 
Version: x.x.x.x 
Hw Version: none 
Hw Product Identifier: none 
Hw Serial Number: none 
Use HTTPS: true 
HTTPS Port: 443 
Use HTTP: false 
HTTP Port: 80 
Legacy HTTPS: false 
Legacy Port: 8001 
Session timeout in mins: 30 
DB backup in days: 0
 
-------------- 
Server Monitor 
-------------- 
Start time: Wed Sept 30 15:24:36 EDT 2008 
Server current time: Fri May 30 19:08:15 EDT 2008 
Server timezone: America/New_York 
Server timezone offset: -18000000 
-------------- 
Service Engine (1): 
-------------- 
NAME: Location Service 
VERSION: x.x.x.x 
-------------- 
Location Service Monitor 
-------------- 
Log Modules: 262143 
Log Level: INFO 
Days to keep events: 2 
Keep absent data in mins: 1440 
Restarts: 1 
Used Memory (bytes): 129851856 
Allocated Memory (bytes): 3087007744 
Max Memory (bytes): 3087007744 
DB virtual memory (kbytes): 0 
DB virtual memory limit (bytes): 256000000 
DB disk memory (bytes): 4128768 
DB free size (kbytes): 2856 
Active Elements: 0 
Active Clients: 0 
Active Tags: 0 
Active Rogues: 0 
Active Elements Limit: 18000 
Active Sessions: 0 
Clients Not Tracked due to the limiting: 0 
Tags Not Tracked due to the limiting: 0 
Rogues Not Tracked due to the limiting: 0 
Total Elements Not Tracked due to the limiting: 0 

Mobility Services Engine が動作し ていない場合、 コ マン ド 出力は次の例の よ う にな り ます。

com.aes.common.util.AesException: Failed to connect to server: http://localhost:8001
        at com.aes.client.AesClient.connect(AesClient.java:218)
        at com.aes.location.test.AesAbstractTest.init(AesAbstractTest.java:181)
        at
com.aes.location.test.admin.AesTestGetServerInfo.main(AesTestGetServerInfo.java:75)
        at sun.reflect.NativeMethodAccessorImpl.invoke0(Native Method)
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        at sun.reflect.NativeMethodAccessorImpl.invoke(Unknown Source)
        at sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke(Unknown Source)
        at java.lang.reflect.Method.invoke(Unknown Source)
        at com.zerog.lax.LAX.launch(DashoA8113)
        at com.zerog.lax.LAX.main(DashoA8113)
#

Mobility Services Engine ソ フ ト ウェ アの手動停止
Mobility Services Engine ソ フ ト ウ ェ アは、 初期設定後 と 各 リ ブー ト 後に自動的に実行さ れます。

ソ フ ト ウ ェ アを手動で停止し、 再起動する には、 次の手順に従います

ステ ッ プ 1 ソ フ ト ウ ェ アを停止する には、 /etc/init.d/msed stop を入力し ます。

ステ ッ プ 2 /etc/init.d/msed status と 入力し て ス テータ ス を確認し ます。

ステ ッ プ 3 /etc/init.d/msed start と 入力し て ソ フ ト ウ ェ アを開始し ます。

Mobility Services Engine ソ フ ト ウェ アの更新
Mobility Services Engine の更新は、 シス コ  WCS を使用するか、 または Mobility Services Engine に
接続された コ ン ソール ポー ト を使用し て手動で ソ フ ト ウ ェ アをダウ ン ロード し て実行でき ます。

（注） 最新のシ ス コ  WCS、 Mobility Services Engine の互換性、 および特定の リ リ ースの イ ン ス ト レー
シ ョ ン  ノ ー ト については、 次の URL にあ る適切な リ リ ース  ノ ー ト を参照し て く だ さ い。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9742/tsd_products_support_series_home.html

Mobility Services Engine の ソ フ ト ウ ェ アをダ ウ ン ロー ド し、 更新を行 う 前に、 次の こ と に注意
し て く だ さ い。

 • Mobility Services Engine （サーバ） イ メ ージは圧縮さ れています。 ソ フ ト ウ ェ ア  イ メ ージ
は、 シ ス コ  WCS か ら のダ ウ ン ロー ド 中に自動的に解凍さ れます。

 • 新たに ロー ド さ れた Mobility Services Engine ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンが [Cisco WCS 
Mobility] > [Mobility Service Engines] ウ ィ ン ド ウ （ リ リ ース  5.x） に表示さ れる には約 5 分が
必要です。

（注） リ リ ース  6.0 では、 パスは、 [Services] > [Mobility Services] です。

（注） シ ス コ  WCS は、 Mobility Services Engine の接続およびデータベースの更新につい
て、 デフ ォル ト で 5 分ご と に ク エ リ ーを実行し ます。
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  Mobility Services Engine ソ フ ト ウ ェ アの更新
シスコ  WCS の使用による ソ フ ト ウェ アのダウンロー ド

シ ス コ  WCS を使用し て ソ フ ト ウ ェ アを  Mobility Services Engine にダ ウ ン ロー ド する には、次の
手順に従います。

ステ ッ プ 1 イ メ ージのダ ウ ン ロー ド に使用する シ ス コ  WCS ま たは外部 FTP サーバか ら、Mobility Services 
Engine に対し て ping を実行で き る こ と を確認し ます。

ステ ッ プ 2 Cisco WCS で、 [Mobility] > [Mobility Service Engines] （ リ リ ース  5.x） を選択し ます。

（注） リ リ ース  6.0 では、 パスは、 [Services] > [Mobility Services] です。

ステ ッ プ 3 ソ フ ト ウ ェ アをダ ウ ン ロー ド する  Mobility Services Engine の名前を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 4 [Maintenance] を選択し ます （左側のパネル）。

ステ ッ プ 5 [Download Software] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 ソ フ ト ウ ェ アをダ ウ ン ロー ド する には、 次のいずれかを実行し ます。

 • シ ス コ  WCS のデ ィ レ ク ト リ に リ ス ト さ れている ソ フ ト ウ ェ アをダ ウ ン ロー ド する には、
[Select from uploaded images to transfer into the Server] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。 次
に、 ド ロ ッ プダ ウ ン  メ ニ ューか ら バイナ リ  イ メ ージを選択し ます。

シス コ  WCS によ り 、 ド ロ ッ プダウ ン  メ ニ ューに リ ス ト されているバイナ リ  イ メ ージが、 シ
ス コ  WCS のイ ン ス ト ール時に指定し た FTP サーバ デ ィ レ ク ト リ にダウ ン ロード されます。

 • ローカルま たはネ ッ ト ワーク経由で使用可能なダ ウ ン ロー ド 済みソ フ ト ウ ェ アを使用する
には、 [Browse a new software image to transfer into the Server] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し、
[Browse] を ク リ ッ ク し ます。 フ ァ イルを見つけ、 [Open] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 7 ソ フ ト ウ ェ ア  ダ ウ ン ロー ド が タ イ ム ア ウ ト にな る までの時間 （秒単位、 1 ～ 1800） を入力し
ます。

（注） こ の タ イ ムア ウ ト 設定は、 Mobility Services Engine への ソ フ ト ウ ェ ア  ダ ウ ン ロー ド が期
限切れにな る前に許容さ れる合計時間を表し ます。 これは、 FTP のパケ ッ ト の タ イ ムア
ウ ト 設定ではあ り ません。

ステ ッ プ 8 [Download] を ク リ ッ ク し、 ソ フ ト ウ ェ アを  Mobility Services Engine の /opt/installers デ ィ レ ク ト
リ にダ ウ ン ロー ド し ます。

ステ ッ プ 9 イ メ ージが Mobility Services Engine に転送さ れた ら、 Mobility Services Engine の CLI に ロ グ イ
ン し て /opt/installers デ ィ レ ク ト リ か ら  ./image-name コ マン ド を入力し て イ ン ス ト ーラ  イ メ ー
ジを実行し ます。

ステ ッ プ 10 ソ フ ト ウ ェ アを実行する には、 /etc/init.d/msed start を入力し ます。

ステ ッ プ 11 ソ フ ト ウ ェ アを停止する には、 /etc/init.d/msed stop を入力し ます。 ス テータ ス を確認する には 
/etc/init.d/msed status と 入力し ます。
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ソ フ ト ウェ アの手動ダウンロー ド

シ ス コ  WCS を使用し て自動的に Mobility Services Engine ソ フ ト ウ ェ アを更新し ない場合は、
ローカル （コ ン ソール） ま たは リ モー ト （SSH） 接続を使用し て、 次の手順に従って ソ フ ト
ウ ェ アを手動でア ッ プグ レー ド し ます。

ステ ッ プ 1 新し い Mobility Services Engine イ メ ージをハー ド  ド ラ イ ブに転送し ます。

a. root と し て ロ グ イ ン し、 バイナ リ 設定を使用し て、 外部 FTP サーバの root デ ィ レ ク ト リ か
ら ソ フ ト ウ ェ ア  イ メ ージを送信し ます。

サンプルの ソ フ ト ウ ェ ア  イ メ ージのフ ァ イルの名前は CISCO-MSE-L-K9-x-x-x-x-64bit.bin.gz 
で、 各 リ リ ースで変わ り ます。

（注） こ の時点では、 Mobility Services Engine イ メ ージは圧縮さ れています。

（注） FTP サーバのデフ ォル ト の ロ グ イ ン名は、 ftp-user です。

た と えば、 次の よ う なエン ト リ にな り ます。

# cd /opt/installers  
# ftp <FTP Server IP address>  
Name: <login>  
Password: <password>  
binary  
get CISCO-MSE-L-K9-x-x-x-x-64bit.bin.gz  
<CTRL-Z> 
# 

b. イ メ ージ （CISCO-MSE-L-K9-x-x-x-x-64bit.bin.gz） が Mobility Services Engine の 
/opt/installers デ ィ レ ク ト リ にあ る こ と を確認し ます。

c. イ メ ージ フ ァ イルを解凍する には、 次を入力し ます。

gunzip CISCO-MSE-L-K9-x-x-x-x-64bit.bin.gz

圧縮解除する と 、 bin フ ァ イルが生成さ れます。

d. root ユーザに対し て CISCO-MSE-L-K9-x-x-x-x.bin フ ァ イルの実行が許可されている こ と を
確認し ます。 そ う でない場合は、 次を入力し ます。

chmod 755 CISCO-MSE-L-K9-x-x-x-x.bin

ステ ッ プ 2 手動で Mobility Services Engine を停止する には、 root と し て ロ グ イ ン し、 次を入力し ます。

/etc/init.d/msed stop.

ステ ッ プ 3 新し い Mobility Services Engine の イ メ ージを イ ン ス ト ールする には、 次を入力し ます。

/opt/installers/CISCO-MSE-L-K9-x-x-x-x.bin

ステ ッ プ 4 新し いモビ リ テ ィ  サービ ス  ソ フ ト ウ ェ アを起動する には、 次を入力し ます。

/etc/init.d/msed start
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注意 次の手順ではス ク リ プ ト  フ ァ イルをアン イ ン ス ト ールし ますが、 シ ス テムか ら の指示がない限
り 実行し ないで く だ さ い。 フ ァ イルを削除する と 、 履歴データ が不必要に消去されます。

ステ ッ プ 5 Mobility Services Engine のス ク リ プ ト  フ ァ イルをアン イ ン ス ト ールする には、 次を入力し ます。

/opt/mse/uninstall

失われたルー ト  パスワー ドの回復
Mobility Services Engine の root パス ワー ド を忘れた場合、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 GRUB 画面が表示さ れた ら、 Esc を押し てブー ト  メ ニ ューを開始し ます。

注意 GRUB パス ワー ド を忘れた場合は、 ロ グ イ ンで き ません。 ま た、 RMA を準備する ために TAC 
に連絡する必要があ り ます。

（注） キーボー ド 、 マ ウ ス、 モニ タはユニ ッ ト に接続する のではな く 、 コ ン ソール ポー ト を使って接
続する必要があ り ます。

ステ ッ プ 2 e を押し て編集し ます。

ステ ッ プ 3 「kernel」 で始ま る行に移動し、 e を押し ます。

行の終わ り にスペース と 数字の 1 を入力し ます。 Enter を押し て こ の変更を保存し ます。

ステ ッ プ 4 b を押し てブー ト  シーケン ス を開始し ます。

ブー ト  シーケン スの最後にシ ェル プ ロ ンプ ト が表示さ れます。

（注） 単一ユーザ モード のパス ワード を設定した場合は、 シェル プロ ンプ ト は表示されません。

ステ ッ プ 5 passwd コ マン ド を入力する と 、 ルー ト  パス ワー ド を変更で き ます。

ステ ッ プ 6 新し いパス ワー ド を入力し て確定し ます。

ステ ッ プ 7 マシン を再起動し ます。
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付 録 A

安全上の考慮事項および 
翻訳版の安全上の警告

こ の付録では、 Cisco 3350 Mobility Services Engine の安全上の注意を示し ます。

こ の付録で説明する安全上の考慮事項 と 安全についての警告は、 次の と お り です。

 • 「安全上の考慮事項」 （P.A-2）

 • 「警告の定義」 （P.A-2）

 • 「取 り 付け手順」 （P.A-5）

 • 「アース線に関する警告」 （P.A-7）

 • 「ラ ッ ク  マ ウ ン ト およびラ ッ ク での作業時のシ ャーシに関する警告」 （P.A-10）

 • 「装置の設置についての警告」 （P.A-19）

 • 「バ ッ テ リ の取 り 扱い」 （P.A-22）

 • 「製品の廃棄処分」 （P.A-24）

 • 「電源ケーブルおよび AC アダプ タ」 （P.A-26）
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  安全上の考慮事項
安全上の考慮事項
Mobility Services Engine を設置する際は、 次のガ イ ド ラ イ ンに留意し て く だ さ い。

 • ラ ッ ク に設置し た場合の温度上昇を考慮に入れて、 周囲温度が 0 ～ 40 °C （32 ～ 104 °F） であ る こ と
を確認し て く だ さ い。

 • 複数の Mobility Services Engine を装置ラ ッ ク に設置する場合は、 ラ ッ ク内のすべての機器が安全に稼
働可能な定格電源が使用さ れている こ と を確認し て く だ さ い。

 • Mobility Services Engine は、 完全にアース さ れている こ と を確認し てか ら装置ラ ッ ク に設置し て く だ
さ い。

警告の定義

Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. Statement 1071

SAVE THESE INSTRUCTIONS

Waarschuwing BELANGRIJKE VEILIGHEIDSINSTRUCTIES

Dit waarschuwingssymbool betekent gevaar. U verkeert in een situatie die lichamelijk letsel kan 
veroorzaken. Voordat u aan enige apparatuur gaat werken, dient u zich bewust te zijn van de bij 
elektrische schakelingen betrokken risico's en dient u op de hoogte te zijn van de standaard 
praktijken om ongelukken te voorkomen. Gebruik het nummer van de verklaring onderaan de 
waarschuwing als u een vertaling van de waarschuwing die bij het apparaat wordt geleverd, wilt 
raadplegen.

BEWAAR DEZE INSTRUCTIES

Varoitus TÄRKEITÄ TURVALLISUUSOHJEITA

Tämä varoitusmerkki merkitsee vaaraa. Tilanne voi aiheuttaa ruumiillisia vammoja. Ennen kuin 
käsittelet laitteistoa, huomioi sähköpiirien käsittelemiseen liittyvät riskit ja tutustu 
onnettomuuksien yleisiin ehkäisytapoihin. Turvallisuusvaroitusten käännökset löytyvät laitteen 
mukana toimitettujen käännettyjen turvallisuusvaroitusten joukosta varoitusten lopussa näkyvien 
lausuntonumeroiden avulla.

SÄILYTÄ NÄMÄ OHJEET
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  警告の定義  
Attention IMPORTANTES INFORMATIONS DE SÉCURITÉ 

Ce symbole d'avertissement indique un danger. Vous vous trouvez dans une situation pouvant 
entraîner des blessures ou des dommages corporels. Avant de travailler sur un équipement, soyez 
conscient des dangers liés aux circuits électriques et familiarisez-vous avec les procédures 
couramment utilisées pour éviter les accidents. Pour prendre connaissance des traductions des 
avertissements figurant dans les consignes de sécurité traduites qui accompagnent cet appareil, 
référez-vous au numéro de l'instruction situé à la fin de chaque avertissement.

CONSERVEZ CES INFORMATIONS

Warnung WICHTIGE SICHERHEITSHINWEISE

Dieses Warnsymbol bedeutet Gefahr. Sie befinden sich in einer Situation, die zu Verletzungen führen 
kann. Machen Sie sich vor der Arbeit mit Geräten mit den Gefahren elektrischer Schaltungen und 
den üblichen Verfahren zur Vorbeugung vor Unfällen vertraut. Suchen Sie mit der am Ende jeder 
Warnung angegebenen Anweisungsnummer nach der jeweiligen Übersetzung in den übersetzten 
Sicherheitshinweisen, die zusammen mit diesem Gerät ausgeliefert wurden.

BEWAHREN SIE DIESE HINWEISE GUT AUF.

Avvertenza IMPORTANTI ISTRUZIONI SULLA SICUREZZA 

Questo simbolo di avvertenza indica un pericolo. La situazione potrebbe causare infortuni alle 
persone. Prima di intervenire su qualsiasi apparecchiatura, occorre essere al corrente dei pericoli 
relativi ai circuiti elettrici e conoscere le procedure standard per la prevenzione di incidenti. 
Utilizzare il numero di istruzione presente alla fine di ciascuna avvertenza  per individuare le 
traduzioni delle avvertenze riportate in questo documento.

CONSERVARE QUESTE ISTRUZIONI

Advarsel VIKTIGE SIKKERHETSINSTRUKSJONER

Dette advarselssymbolet betyr fare. Du er i en situasjon som kan føre til skade på person. Før du 
begynner å arbeide med noe av utstyret, må du være oppmerksom på farene forbundet med 
elektriske kretser, og kjenne til standardprosedyrer for å forhindre ulykker. Bruk nummeret i slutten 
av hver advarsel for å finne oversettelsen i de oversatte sikkerhetsadvarslene som fulgte med denne 
enheten.

TA VARE PÅ DISSE INSTRUKSJONENE

Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA 

Este símbolo de aviso significa perigo. Você está em uma situação que poderá ser causadora de 
lesões corporais. Antes de iniciar a utilização de qualquer equipamento, tenha conhecimento dos 
perigos envolvidos no manuseio de circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas habituais de 
prevenção de acidentes. Utilize o número da instrução fornecido ao final de cada aviso para 
localizar sua tradução nos avisos de segurança traduzidos que acompanham este dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES 
A-3
Cisco 3350 Mobility Services Engine ス ター ト ア ッ プ ガイ ド       

78-18638-01-J



付録   A       安全上の考慮事項および 翻訳版の安全上の警告             
  警告の定義
¡Advertencia! INSTRUCCIONES IMPORTANTES DE SEGURIDAD

Este símbolo de aviso indica peligro. Existe riesgo para su integridad física. Antes de manipular 
cualquier equipo, considere los riesgos de la corriente eléctrica y familiarícese con los 
procedimientos estándar de prevención de accidentes. Al final de cada advertencia encontrará el 
número que le ayudará a encontrar el texto traducido en el apartado de traducciones que acompaña 
a este dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUCCIONES

Varning! VIKTIGA SÄKERHETSANVISNINGAR

Denna varningssignal signalerar fara. Du befinner dig i en situation som kan leda till personskada. 
Innan du utför arbete på någon utrustning måste du vara medveten om farorna med elkretsar och 
känna till vanliga förfaranden för att förebygga olyckor. Använd det nummer som finns i slutet av 
varje varning för att hitta dess översättning i de översatta säkerhetsvarningar som medföljer denna 
anordning.

SPARA DESSA ANVISNINGAR
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  取り付け手順  
取り付け手順

Warning Read the installation instructions before connecting the system to the power source. Statement 1004

Waarschuwing Raadpleeg de installatie-instructies voordat u het systeem op de voedingsbron aansluit.

Varoitus Lue asennusohjeet ennen järjestelmän yhdistämistä virtalähteeseen.

Attention Avant de brancher le système sur la source d'alimentation, consulter les directives d'installation.

Warnung Vor dem Anschließen des Systems an die Stromquelle die Installationsanweisungen lesen.

Avvertenza Consultare le istruzioni di installazione prima di collegare il sistema all'alimentatore.

Advarsel Les installasjonsinstruksjonene før systemet kobles til strømkilden.

Aviso Leia as instruções de instalação antes de ligar o sistema à fonte de energia.

¡Advertencia! Lea las instrucciones de instalación antes de conectar el sistema a la red de alimentación.

Varning! Läs installationsanvisningarna innan du kopplar systemet till strömförsörjningsenheten.
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Warning This equipment must be grounded. Never defeat the ground conductor or operate the equipment in 
the absence of a suitably installed ground conductor. Contact the appropriate electrical inspection 
authority or an electrician if you are uncertain that suitable grounding is available. Statement 1024

Waarschuwing Deze apparatuur dient geaard te zijn. De aardingsleiding mag nooit buiten werking worden gesteld 
en de apparatuur mag nooit bediend worden zonder dat er een op de juiste wijze geïnstalleerde 
aardingsleiding aanwezig is. Neem contact op met de bevoegde instantie voor elektrische 
inspecties of met een elektricien als u er niet zeker van bent dat er voor passende aarding 
gezorgd is.

Varoitus Laitteiden on oltava maadoitettuja. Älä koskaan ohita maajohdinta tai käytä laitteita ilman oikein 
asennettua maajohdinta. Ota yhteys sähkötarkastusviranomaiseen tai sähköasentajaan, jos olet 
epävarma maadoituksen sopivuudesta.

Attention Cet équipement doit être mis à la masse. Ne jamais rendre inopérant le conducteur de masse ni 
utiliser l'équipement sans un conducteur de masse adéquatement installé. En cas de doute sur la 
mise à la masse appropriée disponible, s'adresser à l'organisme responsable de la sécurité 
électrique ou à un électricien.

Warnung Dieses Gerät muss geerdet sein. Auf keinen Fall den Erdungsleiter unwirksam machen oder das 
Gerät ohne einen sachgerecht installierten Erdungsleiter verwenden. Wenn Sie sich nicht sicher 
sind, ob eine sachgerechte Erdung vorhanden ist, wenden Sie sich an die zuständige 
Inspektionsbehörde oder einen Elektriker.

Avvertenza Questa apparecchiatura deve essere dotata di messa a terra. Non escludere mai il conduttore di 
protezione né usare l'apparecchiatura in assenza di un conduttore di protezione installato in modo 
corretto. Se non si è certi della disponibilità di un adeguato collegamento di messa a terra, 
richiedere un controllo elettrico presso le autorità competenti o rivolgersi a un elettricista.
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Advarsel Dette utstyret må jordes. Omgå aldri jordingslederen og bruk aldri utstyret uten riktig montert 
jordingsleder. Ta kontakt med fagfolk innen elektrisk inspeksjon eller med en elektriker hvis du er 
usikker på om det finnes velegnet jordning.

Aviso Este equipamento deve ser aterrado. Nunca anule o fio terra nem opere o equipamento sem um 
aterramento adequadamente instalado. Em caso de dúvida com relação ao sistema de aterramento 
disponível, entre em contato com os serviços locais de inspeção elétrica ou um eletricista 
qualificado.

¡Advertencia! Este equipo debe estar conectado a tierra. No inhabilite el conductor de tierra ni haga funcionar el 
equipo si no hay un conductor de tierra instalado correctamente. Póngase en contacto con la 
autoridad correspondiente de inspección eléctrica o con un electricista si no está seguro de que 
haya una conexión a tierra adecuada.

Varning! Denna utrustning måste jordas. Koppla aldrig från jordledningen och använd aldrig utrustningen 
utan en på lämpligt sätt installerad jordledning. Om det föreligger osäkerhet huruvida lämplig 
jordning finns skall elektrisk besiktningsauktoritet eller elektriker kontaktas.
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ラ ッ ク  マウン ト およびラ ッ クでの作業時のシャーシに関
する警告

Warning To prevent bodily injury when mounting or servicing this unit in a rack, you must take special 
precautions to ensure that the system remains stable. The following guidelines are provided to 
ensure your safety: Statement 1006

 • This unit should be mounted at the bottom of the rack if it is the only unit in the rack.

 • When mounting this unit in a partially filled rack, load the rack from the bottom to the top with the heaviest 
component at the bottom of the rack.

 • If the rack is provided with stabilizing devices, install the stabilizers before mounting or servicing the unit 
in the rack.

Waarschuwing Om lichamelijk letsel te voorkomen wanneer u dit toestel in een rek monteert of het daar een 
servicebeurt geeft, moet u speciale voorzorgsmaatregelen nemen om ervoor te zorgen dat het toestel 
stabiel blijft. De onderstaande richtlijnen worden verstrekt om uw veiligheid te verzekeren:

 • Dit toestel dient onderaan in het rek gemonteerd te worden als het toestel het enige in het rek is.

 • Wanneer u dit toestel in een gedeeltelijk gevuld rek monteert, dient u het rek van onderen naar boven te laden 
met het zwaarste onderdeel onderaan in het rek.

 • Als het rek voorzien is van stabiliseringshulpmiddelen, dient u de stabilisatoren te monteren voordat u het 
toestel in het rek monteert of het daar een servicebeurt geeft.

Varoitus Kun laite asetetaan telineeseen tai huolletaan sen ollessa telineessä, on noudatettava erityisiä 
varotoimia järjestelmän vakavuuden säilyttämiseksi, jotta vältytään loukkaantumiselta. Noudata 
seuraavia turvallisuusohjeita:

 • Jos telineessä ei ole muita laitteita, aseta laite telineen alaosaan.

 • Jos laite asetetaan osaksi täytettyyn telineeseen, aloita kuormittaminen sen alaosasta kaikkein raskaimmalla 
esineellä ja siirry sitten sen yläosaan.

 • Jos telinettä varten on vakaimet, asenna ne ennen laitteen asettamista telineeseen tai sen huoltamista siinä.

Attention Pour éviter toute blessure corporelle pendant les opérations de montage ou de réparation de cette 
unité en casier, il convient de prendre des précautions spéciales afin de maintenir la stabilité du 
système. Les directives ci-dessous sont destinées à assurer la protection du personnelþ:

 • Si cette unité constitue la seule unité montée en casier, elle doit être placée dans le bas.

 • Si cette unité est montée dans un casier partiellement rempli, charger le casier de bas en haut en plaçant 
l'élément le plus lourd dans le bas.

 • Si le casier est équipé de dispositifs stabilisateurs, installer les stabilisateurs avant de monter ou de réparer 
l'unité en casier.
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Warnung Zur Vermeidung von Körperverletzung beim Anbringen oder Warten dieser Einheit in einem Gestell 
müssen Sie besondere Vorkehrungen treffen, um sicherzustellen, daß das System stabil bleibt. Die 
folgenden Richtlinien sollen zur Gewährleistung Ihrer Sicherheit dienen:

 • Wenn diese Einheit die einzige im Gestell ist, sollte sie unten im Gestell angebracht werden.

 • Bei Anbringung dieser Einheit in einem zum Teil gefüllten Gestell ist das Gestell von unten nach oben zu laden, 
wobei das schwerste Bauteil unten im Gestell anzubringen ist.

 • Wird das Gestell mit Stabilisierungszubehör geliefert, sind zuerst die Stabilisatoren zu installieren, bevor Sie 
die Einheit im Gestell anbringen oder sie warten.

Avvertenza Per evitare infortuni fisici durante il montaggio o la manutenzione di questa unità in un supporto, 
occorre osservare speciali precauzioni per garantire che il sistema rimanga stabile. Le seguenti 
direttive vengono fornite per garantire la sicurezza personale:

 • Questa unità deve venire montata sul fondo del supporto, se si tratta dell’unica unità da montare nel supporto.

 • Quando questa unità viene montata in un supporto parzialmente pieno, caricare il supporto dal basso all’alto, 
con il componente più pesante sistemato sul fondo del supporto.

 • Se il supporto è dotato di dispositivi stabilizzanti, installare tali dispositivi prima di montare o di procedere alla 
manutenzione dell’unità nel supporto.

Advarsel Unngå fysiske skader under montering eller reparasjonsarbeid på denne enheten når den befinner 
seg i et kabinett. Vær nøye med at systemet er stabilt. Følgende retningslinjer er gitt for å verne 
om sikkerheten:

 • Denne enheten bør monteres nederst i kabinettet hvis dette er den eneste enheten i kabinettet.

 • Ved montering av denne enheten i et kabinett som er delvis fylt, skal kabinettet lastes fra bunnen og opp med 
den tyngste komponenten nederst i kabinettet.

 • Hvis kabinettet er utstyrt med stabiliseringsutstyr, skal stabilisatorene installeres før montering eller utføring 
av reparasjonsarbeid på enheten i kabinettet.

Aviso Para se prevenir contra danos corporais ao montar ou reparar esta unidade numa estante, deverá 
tomar precauções especiais para se certificar de que o sistema possui um suporte estável. As 
seguintes directrizes ajudá-lo-ão a efectuar o seu trabalho com segurança:

 • Esta unidade deverá ser montada na parte inferior da estante, caso seja esta a única unidade a ser montada.

 • Ao montar esta unidade numa estante parcialmente ocupada, coloque os itens mais pesados na parte inferior 
da estante, arrumando-os de baixo para cima.

 • Se a estante possuir um dispositivo de estabilização, instale-o antes de montar ou reparar a unidade.

¡Advertencia! Para evitar lesiones durante el montaje de este equipo sobre un bastidor, o posteriormente durante 
su mantenimiento, se debe poner mucho cuidado en que el sistema quede bien estable. Para 
garantizar su seguridad, proceda según las siguientes instrucciones:

 • Colocar el equipo en la parte inferior del bastidor, cuando sea la única unidad en el mismo.

 • Cuando este equipo se vaya a instalar en un bastidor parcialmente ocupado, comenzar la instalación desde la 
parte inferior hacia la superior colocando el equipo más pesado en la parte inferior.

 • Si el bastidor dispone de dispositivos estabilizadores, instalar éstos antes de montar o proceder al 
mantenimiento del equipo instalado en el bastidor.
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Varning! För att undvika kroppsskada när du installerar eller utför underhållsarbete på denna enhet på en 
ställning måste du vidta särskilda försiktighetsåtgärder för att försäkra dig om att systemet står 
stadigt. Följande riktlinjer ges för att trygga din säkerhet:

 • Om denna enhet är den enda enheten på ställningen skall den installeras längst ned på ställningen.

 • Om denna enhet installeras på en delvis fylld ställning skall ställningen fyllas nedifrån och upp, med de tyngsta 
enheterna längst ned på ställningen.

 • Om ställningen är försedd med stabiliseringsdon skall dessa monteras fast innan enheten installeras eller 
underhålls på ställningen.
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Aviso Para evitar lesões corporais ao montar ou dar manutenção a esta unidade em um rack, é necessário 
tomar todas as precauções para garantir a estabilidade do sistema. As seguintes orientações são 
fornecidas para garantir a sua segurança:

 • Se esta for a única unidade, ela deverá ser montada na parte inferior do rack.

 • Ao montar esta unidade em um rack parcialmente preenchido, carregue-o de baixo para cima com o 
componente mais pesado em sua parte inferior.

 • Se o rack contiver dispositivos estabilizadores, instale-os antes de montar ou dar manutenção à unidade 
existente.

Advarsel For at forhindre legemesbeskadigelse ved montering eller service af denne enhed i et rack, skal du 
sikre at systemet står stabilt. Følgende retningslinjer er også for din sikkerheds skyld:

 • Enheden skal monteres i bunden af dit rack, hvis det er den eneste enhed i racket.

 • Ved montering af denne enhed i et delvist fyldt rack, skal enhederne installeres fra bunden og opad med den 
tungeste enhed nederst.

 • Hvis racket leveres med stabiliseringsenheder, skal disse installeres for enheden monteres eller serviceres i 
racket.
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Warning Only trained and qualified personnel should be allowed to install, replace, or service this 
equipment. Statement 1030

Waarschuwing Deze apparatuur mag alleen worden geïnstalleerd, vervangen of hersteld door bevoegd 
geschoold personeel.

Varoitus Tämän laitteen saa asentaa, vaihtaa tai huoltaa ainoastaan koulutettu ja laitteen 
tunteva henkilökunta.

Attention Il est vivement recommandé de confier l'installation, le remplacement et la maintenance de ces 
équipements à des personnels qualifiés et expérimentés.

Warnung Das Installieren, Ersetzen oder Bedienen dieser Ausrüstung sollte nur geschultem, qualifiziertem 
Personal gestattet werden.
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Avvertenza Questo apparato può essere installato, sostituito o mantenuto unicamente da un personale 
competente.

Advarsel Bare opplært og kvalifisert personell skal foreta installasjoner, utskiftninger eller service på 
dette utstyret.

Aviso Apenas pessoal treinado e qualificado deve ser autorizado a instalar, substituir ou fazer a revisão 
deste equipamento.

¡Advertencia! Solamente el personal calificado debe instalar, reemplazar o utilizar este equipo.

Varning! Endast utbildad och kvalificerad personal bör få tillåtelse att installera, byta ut eller reparera 
denna utrustning.

Aviso Somente uma equipe treinada e qualificada tem permissão para instalar, substituir ou dar 
manutenção a este equipamento.

Advarsel Kun uddannede personer må installere, udskifte komponenter i eller servicere dette udstyr.
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Warning There is the danger of explosion if the battery is replaced incorrectly. Replace the battery only with 
the same or equivalent type recommended by the manufacturer. Dispose of used batteries according 
to the manufacturer’s instructions. Statement 1015

Waarschuwing Er is ontploffingsgevaar als de batterij verkeerd vervangen wordt. Vervang de batterij slechts met 
hetzelfde of een equivalent type dat door de fabrikant aanbevolen is. Gebruikte batterijen dienen 
overeenkomstig fabrieksvoorschriften weggeworpen te worden. 

Varoitus Räjähdyksen vaara, jos akku on vaihdettu väärään akkuun. Käytä vaihtamiseen ainoastaan saman- 
tai vastaavantyyppistä akkua, joka on valmistajan suosittelema. Hävitä käytetyt akut valmistajan 
ohjeiden mukaan.

Attention Danger d'explosion si la pile n'est pas remplacée correctement. Ne la remplacer que par une pile 
de type semblable ou équivalent, recommandée par le fabricant. Jeter les piles usagées 
conformément aux instructions du fabricant. 

Warnung Bei Einsetzen einer falschen Batterie besteht Explosionsgefahr. Ersetzen Sie die Batterie nur durch 
den gleichen oder vom Hersteller empfohlenen Batterietyp. Entsorgen Sie die benutzten Batterien 
nach den Anweisungen des Herstellers. 

Avvertenza Pericolo di esplosione se la batteria non è installata correttamente. Sostituire solo con una di tipo 
uguale o equivalente, consigliata dal produttore. Eliminare le batterie usate secondo le istruzioni 
del produttore. 

Advarsel Det kan være fare for eksplosjon hvis batteriet skiftes på feil måte. Skift kun med samme eller 
tilsvarende type som er anbefalt av produsenten. Kasser brukte batterier i henhold til produsentens 
instruksjoner. 

Aviso Existe perigo de explosão se a bateria for substituída incorrectamente. Substitua a bateria por uma 
bateria igual ou de um tipo equivalente recomendado pelo fabricante. Destrua as baterias usadas 
conforme as instruções do fabricante. 

¡Advertencia! Existe peligro de explosión si la batería se reemplaza de manera incorrecta. Reemplazar la batería 
exclusivamente con el mismo tipo o el equivalente recomendado por el fabricante. Desechar las 
baterías gastadas según las instrucciones del fabricante. 
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Varning! Explosionsfara vid felaktigt batteribyte. Ersätt endast batteriet med samma batterityp som 
rekommenderas av tillverkaren eller motsvarande. Följ tillverkarens anvisningar vid kassering av 
använda batterier. 
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製品の廃棄処分

Warning Ultimate disposal of this product should be handled according to all national laws and regulations. 
Statement 1040

Waarschuwing Het uiteindelijke wegruimen van dit product dient te geschieden in overeenstemming met alle 
nationale wetten en reglementen.

Varoitus Tämä tuote on hävitettävä kansallisten lakien ja määräysten mukaisesti.

Attention La mise au rebut ou le recyclage de ce produit sont généralement soumis à des lois et/ou directives 
de respect de l'environnement. Renseignez-vous auprès de l'organisme compétent. 

Warnung Die Entsorgung dieses Produkts sollte gemäß allen Bestimmungen und Gesetzen des Landes 
erfolgen. 

Avvertenza Lo smaltimento di questo prodotto deve essere eseguito secondo le leggi e regolazioni locali. 

Advarsel Endelig kassering av dette produktet skal være i henhold til alle relevante nasjonale lover og 
bestemmelser. 

Aviso Deitar fora este produto em conformidade com todas as leis e regulamentos nacionais. 

¡Advertencia! Al deshacerse por completo de este producto debe seguir todas las leyes y reglamentos nacionales. 

Varning! Vid deponering hanteras produkten enligt gällande lagar och bestämmelser. 

Aviso O descarte definitivo deste produto deve estar de acordo com todas as leis e regulamentações 
nacionais. 

Advarsel Endelig bortskaffelse af dette produkt skal ske i henhold til gældende love og regler. 
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ステー ト メ ン ト  371
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付 録 B

規制情報

こ の付録では、 Cisco 3350 Mobility Services Engine の規制 に関する情報を提供し ます。

Cisco 3350 シ リーズ Mobility Services Engine の FCC ステー
ト メ ン ト

こ の機器は、 FCC 規定の Part 15 に基づ く ク ラ ス  A デジ タル デバイ スの制限に準拠し ている こ
と がテ ス ト に よ って確認済みです。 こ れら の制限は、 商業環境で装置を使用し た と き に、 干渉
を防止する適切な保護を規定し ています。 こ の装置は、 無線周波エネルギーを生成、 使用、 ま
たは放射する可能性があ り 、 こ の装置のマニ ュ アルに記載された指示に従って設置および使用
し なかった場合、 ラ ジオおよびテ レ ビの受信障害が起こ る こ と があ り ます。 住宅地で こ の装置
を使用する と 、 干渉を引き起こす可能性があ り ます。 その場合には、 ユーザ側の負担で干渉防
止措置を講じ る必要があ り ます。

Declaration of Conformity with Regard to the EU Directive 
1999/5/EC (R&TTE Directive) 

This declaration is only valid for configurations (combinations of software, firmware and hardware) 
provided and/or supported by Cisco Systems. The use software or firmware not supported/provided by 
Cisco Systems may result that the equipment is no longer compliant with the regulatory requirements.
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付録   B       規制情報            
  ステー ト メ ン ト  191 ： VCCI 準拠ク ラス A 警告 （日本）
ステー ト メ ン ト  191 ： VCCI 準拠ク ラス A 警告 （日本）

Warning This is a Class A product based on the standard of the Voluntary Control Council for Interference by 
Information Technology Equipment (VCCI).If this equipment is used in a domestic environment, radio 
disturbance may arise. When such trouble occurs, the user may be required to take corrective 
actions.
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